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１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

大府市では、男女が互いにその人権を尊重しつつ、性別にかかわりなくその個性と能力を

発揮することができる男女共同参画社会の実現に向けて施策や事業を展開しております。こ

の調査は現行の「男女共同参画プランⅤ（計画期間：平成 28 年度～令和 2年度）」の次のプ

ラン「男女共同参画プランⅥ（計画期間：令和３年度～令和 12 年度）」策定にむけて、基礎

資料とするために実施しています。 

 

（２）調査対象 

大府市に在住する 18 歳以上 79 歳以下の方の中から 1,000 人の方を無作為に抽出してい

ます。 

 

（３）調査方法 

郵送により調査票を配布・回収しています。 

 

（４）調査期間 

令和元年７月５日（金）～令和元年７月 22 日（月） 

 

（５）調査項目 

属性                 ６問 

男女の平等感について         ３問 

家事分担について           ４問 

性別と職業について          ４問 

ワーク・ライフ・バランスについて   ２問 

子育てについて            ２問 

教育について             １問 

ＤＶ・セクハラについて        ４問 

地域活動について           １問 

高齢者の介護について         ２問 

男女共同参画行政について       ３問 

 

（６）回収結果 

標本数 1,000  回収数   464  回収数   46.4％ 

集計不能数 0  有効回収数 464  有効回収率 46.4％ 
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（７）報告書の見方 

各種項目の集計にあたり、単純集計及び年齢、性別のクロス集計を帯グラフと表で掲載し、

大府市「男女共同参画に関する意識調査」平成 25 年度実施、愛知県「県政世論調査」平成

29 年度実施、内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」平成 28年度実施と比較し、上

位項目の変化について記述しています。 

回答は、各質問の回答者数を基数とした百分率（％）で示しており、小数点第２位を四捨

五入しているため、比率の合計が 100.0％にならない場合があります。 

複数回答を許している回答項目については、その項目に対して有効な回答をした者の数を

基数として比率算出を行っているので、回答比率の合計は 100.0％を超える場合があります。 

表及びグラフ等で、選択肢の語句を一部簡略化して表している場合があります。 

 

○本報告書における比較分析に用いた調査 

調査名 実施年度 

大府市「男女共同参画に関する意識調査」 平成 25 年度 

愛知県「県政世論調査」 平成 29 年度 

内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」 平成 28 年度 

 

 

２ 回答者の属性 

（１）性別 

（上段：回答数、下段：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女性
55.4%

男性
42.9%

無回答
1.7%

女性 男性 無回答 総数

257 199 8 464

55.4 42.9 1.7 100.0
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（２）年齢 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

 
 

 

（３）配偶者やパートナーの有無 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

 
 

  

18歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳～69歳 70歳～79歳 無回答 総数

52 68 93 66 90 87 8 464

11.2 14.7 20.0 14.2 19.4 18.8 1.7 100.0

18歳～29歳
11.2%

30歳～39歳
14.7%

40歳～49歳
20.0%50歳～59歳

14.2%

60歳～69歳
19.4%

70歳～79歳
18.8%

無回答
1.7%

いる
いない（配偶者はいる

が、別居している）
無回答 総数

324 131 9 464

69.8 28.2 1.9 100.0

いる
69.8%

いない（配偶者

はいるが、別居

している）
28.2%

無回答
1.9%
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（４）子どもの有無 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

 
 

 

（５）家族構成 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

 
  

一番下に１８才未

満の子どもがいる

１８才以上の子ど

ものみいる

いない（「別居の

子どもがいる」を

含む）

無回答 総数

128 67 250 19 464

27.6 14.4 53.9 4.1 100.0

一番下に１８

才未満の子ど

もがいる
27.6%

１８才以上の子

どものみいる
14.4%

いない（「別居

の子どもがい

る」を含む）
53.9%

無回答
4.1%

１世代（夫婦

のみ、パート

ナーのみ）

２世代（親と

子）

３世代（祖父

母と親と子）
単身 その他 無回答 総数

139 207 38 61 3 16 464

30.0 44.6 8.2 13.1 0.6 3.4 100.0

１世代（夫婦

のみ、パート

ナーのみ）
30.0%

２世代（親と子）
44.6%

３世代（祖父

母と親と子）
8.2%

単身
13.1%

その他
0.6%

無回答
3.4%
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（６）職業 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

 
 

 

 

 

自営・自由業など
会社・組織などに

勤めている方
無職・学生の方 無回答 総数

29 272 154 9 464

6.3 58.6 33.2 1.9 100.0

自営・自由業など
6.3%

会社・組織など

に勤めている方
58.6%

無職・学生の方
33.2%

無回答
1.9%
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１ 男女の平等感について 
 

問１ 現代社会において、次の各分野で男女の地位はどのようになっていると思いますか。 

１ 家庭生活 

全体では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 35.6％と最も多く、「男性

の方が非常に優遇されている」（11.9％）と合わせると、47.5％が男性の方が優遇されてい

ると回答している。 

性別では、男性に平等という回答が多く、女性に男性が優遇されているという回答が多

かった。 

前回調査と比較すると、「平等」という回答が増加しているものの、最も多い回答は「ど

ちらかといえば男性の方が優遇されている」となっており、ほぼ同様の傾向となっている。 

国、県と比較すると、県とはほぼ同様の傾向となっているものの、国は「平等」という回

答が最も多く、国より男性優遇感が高くなっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 

第１位 第２位 第３位

合計
男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかと
いえば男性
の方が優遇
されている

平等

どちらかと
いえば女性
の方が優遇
されている

女性の方が
非常に優遇
されている

わからない 無回答

464 55 165 157 39 5 30 13

100.0 11.9 35.6 33.8 8.4 1.1 6.5 2.8

100.0 10.1 48.0 26.1 8.9 1.2 4.0 1.6

100.0 15.8 37.8 25.3 8.4 3.8 6.2 2.6

100.0 7.8 35.7 47.4 5.9 0.8 2.4 -

257 41 116 65 17 2 13 3

100.0 16.0 45.1 25.3 6.6 0.8 5.1 1.2

199 12 47 89 22 3 16 10

100.0 6.0 23.6 44.7 11.1 1.5 8.0 5.0

8 2 2 3 0 0 1 0

100.0 25.0 25.0 37.5 0.0 0.0 12.5 0.0

28 1 15 10 2 0 0 0

100.0 3.6 53.6 35.7 7.1 0.0 0.0 0.0

45 7 16 17 4 0 1 0

100.0 15.6 35.6 37.8 8.9 0.0 2.2 0.0

52 11 24 12 1 0 2 2

100.0 21.2 46.2 23.1 1.9 0.0 3.8 3.8

35 7 16 6 2 1 3 0

100.0 20.0 45.7 17.1 5.7 2.9 8.6 0.0

49 9 19 14 4 0 3 0

100.0 18.4 38.8 28.6 8.2 0.0 6.1 0.0

48 6 26 6 4 1 4 1

100.0 12.5 54.2 12.5 8.3 2.1 8.3 2.1

24 0 0 15 5 1 2 1

100.0 0.0 0.0 62.5 20.8 4.2 8.3 4.2

23 2 4 9 4 0 4 0

100.0 8.7 17.4 39.1 17.4 0.0 17.4 0.0

41 2 12 19 3 1 3 1

100.0 4.9 29.3 46.3 7.3 2.4 7.3 2.4

31 1 9 13 2 0 3 3

100.0 3.2 29.0 41.9 6.5 0.0 9.7 9.7

41 1 12 16 5 0 4 3

100.0 2.4 29.3 39.0 12.2 0.0 9.8 7.3

39 6 10 17 3 1 0 2

100.0 15.4 25.6 43.6 7.7 2.6 0.0 5.1

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

大府市（25）

国（28）

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

18歳～29歳

全体

性
別

年
齢

(

女
性

)

年
齢

(

男
性

)

女性

男性

無回答

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

県（29）
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11.9

16.0

6.0

1.9

13.2

14.0

12.1

11.1

13.8

10.1

15.8

7.8

35.6

45.1

23.6

28.8

29.4

38.7

37.9

34.4

41.4

48.0

37.8

35.7

33.8

25.3

44.7

48.1

38.2

33.3

28.8

33.3

26.4

26.1

25.3

47.4

8.4

6.6

11.1

13.5

11.8

4.3

6.1

10.0

8.0

8.9

8.4

5.9

1.1

0.8

1.5

1.9

0.0

1.1

1.5

0.0

2.3

1.2

3.8

0.8

6.5

5.1

8.0

3.8

7.4

5.4

9.1

7.8

4.6

4.0

6.2

2.4

2.8

1.2

5.0

1.9

0.0

3.2

4.5

3.3

3.4

1.6

2.6

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

大府市（25）

県（29）

国（28）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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２ 職場 

全体では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 44.2％と最も多く、「男性

の方が非常に優遇されている」（16.8％）と合わせると、61.0％が男性の方が優遇されてい

ると回答している。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

国、県と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

 

第１位 第２位 第３位

合計
男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかと
いえば男性
の方が優遇
されている

平等

どちらかと
いえば女性
の方が優遇
されている

女性の方が
非常に優遇
されている

わからない 無回答

464 78 205 91 33 1 36 20

100.0 16.8 44.2 19.6 7.1 0.2 7.8 4.3

100.0 12.6 49.1 19.7 6.1 1.3 7.5 3.8

100.0 25.0 40.1 17.2 6.6 2.9 5.2 2.9

100.0 15.1 41.5 29.7 9.0 4.1 0.6 -

257 56 107 49 12 0 25 8

100.0 21.8 41.6 19.1 4.7 0.0 9.7 3.1

199 20 95 41 21 1 9 12

100.0 10.1 47.7 20.6 10.6 0.5 4.5 6.0

8 2 3 1 0 0 2 0

100.0 25.0 37.5 12.5 0.0 0.0 25.0 0.0

28 7 8 8 2 0 3 0

100.0 25.0 28.6 28.6 7.1 0.0 10.7 0.0

45 7 24 10 2 0 2 0

100.0 15.6 53.3 22.2 4.4 0.0 4.4 0.0

52 14 20 11 3 0 3 1

100.0 26.9 38.5 21.2 5.8 0.0 5.8 1.9

35 8 17 3 3 0 4 0

100.0 22.9 48.6 8.6 8.6 0.0 11.4 0.0

49 9 21 11 2 0 4 2

100.0 18.4 42.9 22.4 4.1 0.0 8.2 4.1

48 11 17 6 0 0 9 5

100.0 22.9 35.4 12.5 0.0 0.0 18.8 10.4

24 2 10 5 4 0 2 1

100.0 8.3 41.7 20.8 16.7 0.0 8.3 4.2

23 4 9 5 3 0 2 0

100.0 17.4 39.1 21.7 13.0 0.0 8.7 0.0

41 7 18 10 3 1 1 1

100.0 17.1 43.9 24.4 7.3 2.4 2.4 2.4

31 1 16 5 5 0 1 3

100.0 3.2 51.6 16.1 16.1 0.0 3.2 9.7

41 3 23 8 3 0 1 3

100.0 7.3 56.1 19.5 7.3 0.0 2.4 7.3

39 3 19 8 3 0 2 4

100.0 7.7 48.7 20.5 7.7 0.0 5.1 10.3

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(
女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

全体

大府市（25）

県（29）

国（28）
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16.8

21.8

10.1

17.3

16.2

22.6

13.6

13.3

16.1

12.6

25.0

15.1

44.2

41.6

47.7

34.6

48.5

40.9

50.0

48.9

41.4

49.1

40.1

41.5

19.6

19.1

20.6

25.0

22.1

22.6

12.1

21.1

16.1

19.7

17.2

29.7

7.1

4.7

10.6

11.5

7.4

6.5

12.1

5.6

3.4

6.1

6.6

9.0

0.2

0.0

0.5

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

0.0

1.3

2.9

4.1

7.8

9.7

4.5

9.6

5.9

4.3

7.6

5.6

12.6

7.5

5.2

0.6

4.3

3.1

6.0

1.9

0.0

2.2

4.5

5.6

10.3

3.8

2.9

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

大府市（25）

県（29）

国（28）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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３ 学校教育の場 

全体では、「平等」が 52.4％と最も多い回答となっている。また、２番目に多い回答に「わ

からない」が挙げられており、このことについては、判断しかねている様子がうかがえる。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっているものの、「平等」という回答は、14.1

ポイント減少している。 

国、県と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

  

第１位 第２位 第３位

合計
男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかと
いえば男性
の方が優遇
されている

平等

どちらかと
いえば女性
の方が優遇
されている

女性の方が
非常に優遇
されている

わからない 無回答

464 17 59 243 19 1 94 31

100.0 3.7 12.7 52.4 4.1 0.2 20.3 6.7

100.0 0.4 11.5 66.5 1.7 0.4 15.3 4.2

100.0 2.6 12.4 63.3 4.0 1.4 13.1 3.1

100.0 2.5 13.5 66.4 2.9 0.3 14.4 -

257 12 40 130 4 0 57 14

100.0 4.7 15.6 50.6 1.6 0.0 22.2 5.4

199 4 18 111 15 1 33 17

100.0 2.0 9 55.8 7.5 0.5 16.6 8.5

8 1 1 2 0 0 4 0

100.0 12.5 12.5 25 0.0 0.0 50.0 0.0

28 1 2 21 1 0 3 0

100.0 3.6 7.1 75.0 3.6 0.0 10.7 0.0

45 1 8 25 1 0 9 1

100.0 2.2 17.8 55.6 2.2 0.0 20 2.2

52 3 3 33 0 0 11 2

100.0 5.8 5.8 63.5 0.0 0.0 21.2 3.8

35 2 6 11 2 0 12 2

100.0 5.7 17.1 31.4 5.7 0.0 34.3 5.7

49 3 10 21 0 0 12 3

100.0 6.1 20.4 42.9 0.0 0.0 24.5 6.1

48 2 11 19 0 0 10 6

100.0 4.2 22.9 39.6 0.0 0.0 20.8 12.5

24 0 1 14 5 1 2 1

100.0 0.0 4.2 58.3 20.8 4.2 8.3 4.2

23 1 2 10 2 0 7 1

100.0 4.3 8.7 43.5 8.7 0.0 30.4 4.3

41 1 3 23 4 0 9 1

100.0 2.4 7.3 56.1 9.8 0.0 22.0 2.4

31 1 5 15 1 0 7 2

100.0 3.2 16.1 48.4 3.2 0.0 22.6 6.5

41 1 4 28 1 0 2 5

100.0 2.4 9.8 68.3 2.4 0.0 4.9 12.2

39 0 3 21 2 0 6 7

100.0 0.0 7.7 53.8 5.1 0.0 15.4 17.9

年
齢

(
女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

全体

大府市（25）

県（29）

国（28）

性
別

女性

男性

無回答

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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3.7

4.7

2.0

1.9

2.9

4.3

4.5

4.4

2.3

12.7

15.6

9.0

5.8

14.7

6.5

16.7

15.6

16.1

52.4

50.6

55.8

67.3

51.5

60.2

39.4

54.4

46.0

4.1

1.6

7.5

11.5

4.4

4.3

4.5

1.1

2.3

0.2

0.0

0.5

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.3

22.2

16.6

9.6

23.5

21.5

28.8

15.6

18.4

6.7

5.4

8.5

1.9

2.9

3.2

6.1

8.9

14.9

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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４ 政治の場 

全体では、「男性の方が非常に優遇されている」が 35.8％と最も多く、「どちらかといえ

ば男性の方が優遇されている」（34.3％）と合わせると、70.1％が男性の方が優遇されてい

ると回答している。 

前回調査と比較すると、「男性の方が非常に優遇されている」の割合が 13.8 ポイント上昇

し、男性優遇感が高くなっている。 

国、県と比較すると、県とはほぼ同様の傾向となっているものの、国は「どちらかといえ

ば男性の方が優遇されている」という回答が最も多く、国より男性優遇感が高くなってい

る。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

  

第１位 第２位 第３位

合計

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答

464 166 159 56 6 0 56 21

100.0 35.8 34.3 12.1 1.3 0.0 12.1 4.5

100.0 22.0 45.7 18.0 0.8 0.2 9.4 3.8

100.0 40.8 37.5 10.3 1.7 0.4 6.7 2.6

100.0 27.1 46.3 18.9 2.0 0.3 5.4 -

257 115 80 21 0 0 32 9

100.0 44.7 31.1 8.2 0.0 0.0 12.5 3.5

199 48 77 35 6 0 21 12

100.0 24.1 38.7 17.6 3.0 0.0 10.6 6.0

8 3 2 0 0 0 3 0

100.0 37.5 25.0 0.0 0.0 0.0 37.5 0.0

28 13 8 3 0 0 4 0

100.0 46.4 28.6 10.7 0.0 0.0 14.3 0.0

45 23 14 5 0 0 3 0

100.0 51.1 31.1 11.1 0.0 0.0 6.7 0.0

52 25 18 2 0 0 6 1

100.0 48.1 34.6 3.8 0.0 0.0 11.5 1.9

35 18 11 0 0 0 5 1

100.0 51.4 31.4 0.0 0.0 0.0 14.3 2.9

49 22 14 5 0 0 6 2

100.0 44.9 28.6 10.2 0.0 0.0 12.2 4.1

48 14 15 6 0 0 8 5

100.0 29.2 31.3 12.5 0.0 0.0 16.7 10.4

24 4 10 5 1 0 3 1

100.0 16.7 41.7 20.8 4.2 0.0 12.5 4.2

23 9 8 2 0 0 4 0

100.0 39.1 34.8 8.7 0.0 0.0 17.4 0.0

41 11 15 9 3 0 2 1

100.0 26.8 36.6 22 7.3 0.0 4.9 2.4

31 9 12 2 1 0 5 2

100.0 29.0 38.7 6.5 3.2 0.0 16.1 6.5

41 12 16 7 1 0 2 3

100.0 29.3 39.0 17.1 2.4 0.0 4.9 7.3

39 3 16 10 0 0 5 5

100.0 7.7 41.0 25.6 0.0 0.0 12.8 12.8

全体

大府市（25）

県（29）

国（28）

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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35.8

44.7

24.1

32.7

47.1

38.7

40.9

37.8

19.5

34.3

31.1

38.7

34.6

32.4

35.5

34.8

33.3

35.6

12.1

8.2

17.6

15.4

10.3

11.8

3.0

13.3

18.4

1.3

0.0

3.0

1.9

0.0

3.2

1.5

1.1

0.0

12.1

12.5

10.6

13.5

10.3

8.6

15.2

8.9

14.9

4.5

3.5

6.0

1.9

0.0

2.2

4.5

5.6

11.5

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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５ 地域活動の場 

全体では、「平等」が 39.2％と最も多い回答となっている。 

性別では、男性に平等という回答が多く、女性に男性が優遇されているという回答が多

かった。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっているものの、「平等」という回答が 8.0

ポイント減少している。 

国、県と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

  

第１位 第２位 第３位

合計

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答

464 30 131 182 23 4 74 20

100.0 6.5 28.2 39.2 5.0 0.9 15.9 4.3

100.0 2.7 25.2 47.2 6.7 0.0 14.0 4.2

100.0 6.5 25.4 40.2 9.0 1.6 14.8 2.6

100.0 6.8 26.7 47.2 10.5 1.3 7.5 -

257 23 85 79 14 1 47 8

100.0 8.9 33.1 30.7 5.4 0.4 18.3 3.1

199 5 45 102 9 3 23 12

100.0 2.5 22.6 51.3 4.5 1.5 11.6 6.0

8 2 1 1 0 0 4 0

100.0 25.0 12.5 12.5 0.0 0.0 50.0 0.0

28 1 6 13 3 0 5 0

100.0 3.6 21.4 46.4 10.7 0.0 17.9 0.0

45 2 13 21 2 0 7 0

100.0 4.4 28.9 46.7 4.4 0.0 15.6 0.0

52 4 20 14 2 1 10 1

100.0 7.7 38.5 26.9 3.8 1.9 19.2 1.9

35 3 13 4 3 0 12 0

100.0 8.6 37.1 11.4 8.6 0.0 34.3 0.0

49 7 21 12 3 0 4 2

100.0 14.3 42.9 24.5 6.1 0.0 8.2 4.1

48 6 12 15 1 0 9 5

100.0 12.5 25.0 31.3 2.1 0.0 18.8 10.4

24 0 2 16 0 1 4 1

100.0 0.0 8.3 66.7 0.0 4.2 16.7 4.2

23 1 4 13 0 0 5 0

100.0 4.3 17.4 56.5 0.0 0.0 21.7 0.0

41 0 8 24 3 0 5 1

100.0 0.0 19.5 58.5 7.3 0.0 12.2 2.4

31 2 10 10 3 0 4 2

100.0 6.5 32.3 32.3 9.7 0.0 12.9 6.5

41 2 11 24 0 0 1 3

100.0 4.9 26.8 58.5 0.0 0.0 2.4 7.3

39 0 10 15 3 2 4 5

100.0 0.0 25.6 38.5 7.7 5.1 10.3 12.8

大府市（25）

県（29）

国（28）

年
齢

(
女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

女性

男性

無回答

性
別

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

全体
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6.5

8.9

2.5

1.9

4.4

4.3

7.6

10.0

6.9

28.2

33.1

22.6

15.4

25.0

30.1

34.8

35.6

25.3

39.2

30.7

51.3

55.8

50.0

40.9

21.2

40.0

34.5

5.0

5.4

4.5

5.8

2.9

5.4

9.1

3.3

4.6

0.9

0.4

1.5

1.9

0.0

1.1

0.0

0.0

2.3

15.9

18.3

11.6

17.3

17.6

16.1

24.2

5.6

14.9

4.3

3.1

6.0

1.9

0.0

2.2

3.0

5.6

11.5

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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６ 法律や制度 

全体では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 34.1％と最も多く、「男性

の方が非常に優遇されている」（9.1％）と合わせると、43.6％が男性の方が優遇されている

と回答している。 

性別では、男性に平等という回答が多く、女性に男性が優遇されているという回答が多

かった。 

前回調査と比較すると、「平等」という回答が 7.1 ポイント減少している。 

国と比較すると、国では「平等」という回答が最も多いものの、「男性の方が非常に優遇

されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の割合は、市とほぼ同じで、

傾向としてはほぼ同様となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 

第１位 第２位 第３位

合計

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答

464 42 158 151 26 4 58 25

100.0 9.1 34.1 32.5 5.6 0.9 12.5 5.4

100.0 6.7 28.7 39.6 4.8 0.6 15.3 4.2

100.0 10.6 34.7 40.8 5.0 0.7 8.3 -

257 30 103 62 9 1 39 13

100.0 11.7 40.1 24.1 3.5 0.4 15.2 5.1

199 11 53 88 17 3 15 12

100.0 5.5 26.6 44.2 8.5 1.5 7.5 6.0

8 1 2 1 0 0 4 0

100.0 12.5 25.0 12.5 0.0 0.0 50.0 0.0

28 3 8 12 0 0 5 0

100.0 10.7 28.6 42.9 0.0 0.0 17.9 0.0

45 4 17 16 5 0 3 0

100.0 8.9 37.8 35.6 11.1 0.0 6.7 0.0

52 7 23 13 2 0 6 1

100.0 13.5 44.2 25.0 3.8 0.0 11.5 1.9

35 7 12 4 2 1 6 3

100.0 20.0 34.3 11.4 5.7 2.9 17.1 8.6

49 6 24 10 0 0 7 2

100.0 12.2 49.0 20.4 0.0 0.0 14.3 4.1

48 3 19 7 0 0 12 7

100.0 6.3 39.6 14.6 0.0 0.0 25.0 14.6

24 2 5 9 4 1 2 1

100.0 8.3 20.8 37.5 16.7 4.2 8.3 4.2

23 2 7 7 3 1 3 0

100.0 8.7 30.4 30.4 13.0 4.3 13.0 0.0

41 1 14 19 5 0 1 1

100.0 2.4 34.1 46.3 12.2 0.0 2.4 2.4

31 2 10 11 2 0 4 2

100.0 6.5 32.3 35.5 6.5 0.0 12.9 6.5

41 3 10 23 0 0 2 3

100.0 7.3 24.4 56.1 0.0 0.0 4.9 7.3

39 1 7 19 3 1 3 5

100.0 2.6 17.9 48.7 7.7 2.6 7.7 12.8

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

大府市（25）

国（28）
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9.1

11.7

5.5

9.6

8.8

8.6

13.6

10.0

4.6

34.1

40.1

26.6

25.0

35.3

39.8

33.3

37.8

29.9

32.5

24.1

44.2

40.4

33.8

34.4

22.7

36.7

29.9

5.6

3.5

8.5

7.7

11.8

7.5

6.1

0.0

3.4

0.9

0.4

1.5

1.9

1.5

0.0

1.5

0.0

1.1

12.5

15.2

7.5

13.5

8.8

7.5

15.2

10.0

17.2

5.4

5.1

6.0

1.9

0.0

2.2

7.6

5.6

13.8

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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７ 社会通念、慣習・しきたりなど 

全体では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 50.6％と最も多く、「男性

の方が非常に優遇されている」（19.2％）と合わせると、69.8％が男性の方が優遇されてい

ると回答している。 

前回調査と比較すると、「平等」という回答が減少しているものの、最も多い回答は「ど

ちらかといえば男性の方が優遇されている」となっており、ほぼ同様の傾向となっている。 

国、県と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

  

第１位 第２位 第３位

合計

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答

464 89 235 68 8 0 47 17

100.0 19.2 50.6 14.7 1.7 0.0 10.1 3.7

100.0 14.5 52.2 19.3 2.9 0.2 7.3 3.6

100.0 30.2 44.7 12.1 3.1 0.7 6.7 2.4

100.0 17.6 52.8 21.8 2.8 0.4 4.6 -

257 64 121 32 4 0 28 8

100.0 24.9 47.1 12.5 1.6 0.0 10.9 3.1

199 23 113 36 4 0 14 9

100.0 11.6 56.8 18.1 2.0 0.0 7.0 4.5

8 2 1 0 0 0 5 0

100.0 25.0 12.5 0.0 0.0 0.0 62.5 0.0

28 8 12 5 0 0 3 0

100.0 28.6 42.9 17.9 0.0 0.0 10.7 0.0

45 12 21 7 0 0 5 0

100.0 26.7 46.7 15.6 0.0 0.0 11.1 0.0

52 12 28 5 0 0 6 1

100.0 23.1 53.8 9.6 0.0 0.0 11.5 1.9

35 12 18 1 1 0 2 1

100.0 34.3 51.4 2.9 2.9 0.0 5.7 2.9

49 13 24 5 2 0 3 2

100.0 26.5 49.0 10.2 4.1 0.0 6.1 4.1

48 7 18 9 1 0 9 4

100.0 14.6 37.5 18.8 2.1 0.0 18.8 8.3

24 1 8 10 1 0 3 1

100.0 4.2 33.3 41.7 4.2 0.0 12.5 4.2

23 3 13 3 1 0 3 0

100.0 13.0 56.5 13.0 4.3 0.0 13.0 0.0

41 5 26 7 0 0 2 1

100.0 12.2 63.4 17.1 0.0 0.0 4.9 2.4

31 5 20 1 0 0 3 2

100.0 16.1 64.5 3.2 0.0 0.0 9.7 6.5

41 6 26 7 0 0 0 2

100.0 14.6 63.4 17.1 0.0 0.0 0.0 4.9

39 3 20 8 2 0 3 3

100.0 7.7 51.3 20.5 5.1 0.0 7.7 7.7

全体

年
齢

(
女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

性
別

女性

男性

無回答

大府市（25）

県（29）

国（28）

70歳～79歳

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳
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19.2

24.9

11.6

17.3

22.1

18.3

25.8

21.1

11.5

50.6

47.1

56.8

38.5

50.0

58.1

57.6

55.6

43.7

14.7

12.5

18.1

28.8

14.7

12.9

3.0

13.3

19.5

1.7

1.6

2.0

1.9

1.5

0.0

1.5

2.2

3.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

10.1

10.9

7.0

11.5

11.8

8.6

7.6

3.3

13.8

3.7

3.1

4.5

1.9

0.0

2.2

4.5

4.4

8.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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８ 社会全体 

全体では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 54.3％と最も多く、「男性

の方が非常に優遇されている」（13.1％）と合わせると、67.4％が男性の方が優遇されてい

ると回答している。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

国、県と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

 
 

第１位 第２位 第３位

合計

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答

464 61 252 79 19 1 37 15

100.0 13.1 54.3 17.0 4.1 0.2 8.0 3.2

100.0 7.3 57.9 19.1 4.0 0.6 7.8 3.4

100.0 19.4 54.0 11.3 4.8 1.7 6.1 2.6

100.0 9.7 64.5 21.1 2.8 0.2 1.7 -

257 43 142 34 9 0 22 7

100.0 16.7 55.3 13.2 3.5 0.0 8.6 2.7

199 17 107 45 10 1 11 8

100.0 8.5 53.8 22.6 5.0 0.5 5.5 4.0

8 1 3 0 0 0 4 0

100.0 12.5 37.5 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

28 3 15 5 1 0 4 0

100.0 10.7 53.6 17.9 3.6 0.0 14.3 0.0

45 6 25 7 3 0 4 0

100.0 13.3 55.6 15.6 6.7 0.0 8.9 0.0

52 9 31 4 4 0 3 1

100.0 17.3 59.6 7.7 7.7 0.0 5.8 1.9

35 8 22 0 0 0 4 1

100.0 22.9 62.9 0.0 0.0 0.0 11.4 2.9

49 10 27 7 1 0 3 1

100.0 20.4 55.1 14.3 2.0 0.0 6.1 2.0

48 7 22 11 0 0 4 4

100.0 14.6 45.8 22.9 0.0 0.0 8.3 8.3

24 1 10 8 1 0 3 1

100.0 4.2 41.7 33.3 4.2 0.0 12.5 4.2

23 2 12 6 0 1 2 0

100.0 8.7 52.2 26.1 0.0 4.3 8.7 0.0

41 1 24 10 4 0 1 1

100.0 2.4 58.5 24.4 9.8 0.0 2.4 2.4

31 4 19 4 0 0 2 2

100.0 12.9 61.3 12.9 0.0 0.0 6.5 6.5

41 7 21 9 2 0 0 2

100.0 17.1 51.2 22.0 4.9 0.0 0.0 4.9

39 2 21 8 3 0 3 2

100.0 5.1 53.8 20.5 7.7 0.0 7.7 5.1

性
別

女性

男性

無回答

大府市（25）

県（29）

国（28）

全体

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(
女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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13.1

16.7

8.5

7.7

11.8

10.8

18.2

18.9

10.3

7.3

19.4

9.7

54.3

55.3

53.8

48.1

54.4

59.1

62.1

53.3

49.4

57.9

54.0

64.5

17.0

13.2

22.6

25.0

19.1

15.1

6.1

17.8

21.8

19.1

11.3

21.1

4.1

3.5

5.0

3.8

4.4

8.6

0.0

3.3

3.4

4.0

4.8

2.8

0.2

0.0

0.5

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.7

0.2

8.0

8.6

5.5

13.5

8.8

4.3

9.1

3.3

8.0

7.8

6.1

1.7

3.2

2.7

4.0

1.9

0.0

2.2

4.5

3.3

6.9

3.4

2.6

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

大府市（25）

県（29）

国（28）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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11.9

16.8

3.7

35.8

6.5

9.1

19.2

13.1

35.6

44.2

12.7

34.3

28.2

34.1

50.6

54.3

33.8

19.6

52.4

12.1

39.2

32.5

14.7

17.0

8.4

7.1

4.1

1.3

5.0

5.6

1.7

4.1

1.1

0.2

0.2

0.0

0.9

0.9

0.0

0.2

6.5

7.8

20.3

12.1

15.9

12.5

10.1

8.0

2.8

4.3

6.7

4.5

4.3

5.4

3.7

3.2

0% 25% 50% 75% 100%

①家庭生活

②職場

③学校教育の場

④政治の場

⑤地域活動の場

⑥法律や制度

⑦社会通念、慣習・

しきたりなど

⑧社会全体

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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問２ あなたは、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方についてど

う思いますか。 

全体では、「賛成」が 5.4％、「どちらかというと賛成」が 27.6％で合わせると、33.0％が

賛成と回答している。一方、「反対」が 23.5％、「どちらかと言うと反対」が 27.8％で合わ

せると、51.3％が反対と回答している。 

性別では、男性に賛成という回答が多く、女性に反対という回答が多かった。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

国、県と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

第１位 第２位 第３位

合計 賛成
どちらかと

いうと賛成
どちらかと言
うと反対

反対 わからない 無回答

464 25 128 129 109 65 8

100.0 5.4 27.6 27.8 23.5 14.0 1.7

100.0 5.7 28.3 30.8 21.4 12.8 1.0

100.0 5.7 30.4 27.4 18.8 16.5 1.2

100.0 8.8 31.7 34.8 19.5 5.1 -

257 9 63 81 68 35 1

100.0 3.5 24.5 31.5 26.5 13.6 0.4

199 15 64 47 37 29 7

100.0 7.5 32.2 23.6 18.6 14.6 3.5

8 1 1 1 4 1 0

100.0 12.5 12.5 12.5 50.0 12.5 0.0

28 0 1 8 16 3 0

100.0 0.0 3.6 28.6 57.1 10.7 0.0

45 1 8 19 12 5 0

100.0 2.2 17.8 42.2 26.7 11.1 0.0

52 1 14 15 11 10 1

100.0 1.9 26.9 28.8 21.2 19.2 1.9

35 1 11 8 7 8 0

100.0 2.9 31.4 22.9 20.0 22.9 0.0

49 2 12 19 9 7 0

100.0 4.1 24.5 38.8 18.4 14.3 0.0

48 4 17 12 13 2 0

100.0 8.3 35.4 25.0 27.1 4.2 0.0

24 0 6 6 6 5 1

100.0 0.0 25.0 25.0 25.0 20.8 4.2

23 1 7 5 8 2 0

100.0 4.3 30.4 21.7 34.8 8.7 0.0

41 2 9 6 10 12 2

100.0 4.9 22.0 14.6 24.4 29.3 4.9

31 2 9 6 4 8 2

100.0 6.5 29.0 19.4 12.9 25.8 6.5

41 6 14 14 4 2 1

100.0 14.6 34.1 34.1 9.8 4.9 2.4

39 4 19 10 5 0 1

100.0 10.3 48.7 25.6 12.8 0.0 2.6

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

男性

無回答

性
別

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

女性

70歳～79歳

大府市（25）

県（29）

国（28）

全体
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5.4

3.5

7.5

0.0

2.9

3.2

4.5

8.9

9.2

5.7

5.7

8.8

27.6

24.5

32.2

13.5

22.1

24.7

30.3

28.9

41.4

28.3

30.4

31.7

27.8

31.5

23.6

26.9

35.3

22.6

21.2

36.7

25.3

30.8

27.4

34.8

23.5

26.5

18.6

42.3

29.4

22.6

16.7

14.4

20.7

21.4

18.8

19.5

14.0

13.6

14.6

15.4

10.3

23.7

24.2

10.0

2.3

12.8

16.5

5.1

1.7

0.4

3.5

1.9

0.0

3.2

3.0

1.1

1.1

1.0

1.2

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

大府市（25）

県（29）

国（28）

賛成 どちらかというと賛成 どちらかと言うと反対 反対 わからない 無回答
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問３ 男女共同参画の意識啓発について、どのような方法が効果的だと思いますか。 

（複数回答） 

全体では、「イベントなど人が集まるところでのＰＲ」が 37.3％と最も多く、次いで「広

報おおぶやテレビ番組スマイルおおぶでの特集」（36.9％）、「情報誌などの配布」（33.8％）

の順となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
  

第１位 第２位 第３位

合計

ホール

などで

の講演

会

身近な

公民館

などで

の講座

情報誌な
どの配布

広報おお
ぶやテレ
ビ番組ス
マイルお
おぶでの
特集

イベント
など人が
集まると
ころでの
ＰＲ

ＳＮＳ

などで

の情報

発信

その他 無回答

464 49 101 157 171 173 132 27 20

100.0 10.6 21.8 33.8 36.9 37.3 28.4 5.8 4.3

257 21 60 90 101 110 74 11 8

100.0 8.2 23.3 35.0 39.3 42.8 28.8 4.3 3.1

199 27 40 66 68 57 56 15 12

100.0 13.6 20.1 33.2 34.2 28.6 28.1 7.5 6.0

8 1 1 1 2 6 2 1 0

100.0 12.5 12.5 12.5 25.0 75.0 25.0 12.5 0.0

28 0 1 4 9 11 25 0 1

100.0 0.0 3.6 14.3 32.1 39.3 89.3 0.0 3.6

45 5 3 12 15 26 20 1 0

100.0 11.1 6.7 26.7 33.3 57.8 44.4 2.2 0.0

52 5 11 19 24 18 8 5 2

100.0 9.6 21.2 36.5 46.2 34.6 15.4 9.6 3.8

35 5 4 12 13 18 10 3 1

100.0 14.3 11.4 34.3 37.1 51.4 28.6 8.6 2.9

49 4 17 20 20 23 9 2 1

100.0 8.2 34.7 40.8 40.8 46.9 18.4 4.1 2.0

48 2 24 23 20 14 2 0 3

100.0 4.2 50.0 47.9 41.7 29.2 4.2 0.0 6.3

24 1 4 5 8 4 12 1 3

100.0 4.2 16.7 20.8 33.3 16.7 50.0 4.2 12.5

23 1 1 6 7 8 13 4 0

100.0 4.3 4.3 26.1 30.4 34.8 56.5 17.4 0.0

41 8 3 17 11 13 17 4 1

100.0 19.5 7.3 41.5 26.8 31.7 41.5 9.8 2.4

31 1 6 7 9 14 11 2 2

100.0 3.2 19.4 22.6 29.0 45.2 35.5 6.5 6.5

41 10 11 16 18 9 2 3 3

100.0 24.4 26.8 39.0 43.9 22.0 4.9 7.3 7.3

39 6 15 15 15 9 1 1 3

100.0 15.4 38.5 38.5 38.5 23.1 2.6 2.6 7.7

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

全体

性
別

女性

男性

無回答
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10.6

21.8

33.8

36.9

37.3

28.4

5.8

4.3

8.2

23.3

35.0

39.3

42.8

28.8

4.3

3.1

13.6

20.1

33.2

34.2

28.6

28.1

7.5

6.0

0% 20% 40% 60%

ホールなどでの講演会

身近な公民館などでの講座

情報誌などの配布

広報おおぶやテレビ番組スマイルおお

ぶでの特集

イベントなど人が集まるところでのＰＲ

ＳＮＳなどでの情報発信

その他

無回答

全体

女性

男性
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２ 家事（育児・介護を含む）分担について 
 

問４ 現在同居している配偶者等がいると回答した方におたずねします。家庭生活での

夫婦の家事分担はどのように決めていますか。 

全体では、「妻が家事をするようにしている」が 39.8％と最も多く、次いで「それぞれの

得意分野をやっている」（18.8％）、「時間があるほうがやっている」（16.4％）の順となって

いる。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
  

第１位 第２位 第３位

合計
時間がある
ほうがやっ
ている

それぞれの
得意分野を
やっている

2人で話し

合って決め

ている

妻が家事を
するようにし
ている

相手には任

せられない

ので自分で

やっている

その他 無回答

324 53 61 46 129 19 11 5

100.0 16.4 18.8 14.2 39.8 5.9 3.4 1.5

190 32 39 18 77 17 5 2

100.0 16.8 20.5 9.5 40.5 8.9 2.6 1.1

134 21 22 28 52 2 6 3

100.0 15.7 16.4 20.9 38.8 1.5 4.5 2.2

0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 6 0 3 3 2 0 1

100.0 40.0 0.0 20.0 20.0 13.3 0.0 6.7

43 14 6 4 16 3 0 0

100.0 32.6 14.0 9.3 37.2 7.0 0.0 0.0

40 7 4 6 16 5 1 1

100.0 17.5 10.0 15.0 40.0 12.5 2.5 2.5

20 3 4 0 10 1 2 0

100.0 15.0 20.0 0.0 50.0 5.0 10.0 0.0

39 2 15 2 17 3 0 0

100.0 5.1 38.5 5.1 43.6 7.7 0.0 0.0

33 0 10 3 15 3 2 0

100.0 0.0 30.3 9.1 45.5 9.1 6.1 0.0

6 2 0 2 2 0 0 0

100.0 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0

17 3 3 7 3 0 1 0

100.0 17.6 17.6 41.2 17.6 0.0 5.9 0.0

28 6 2 10 8 1 1 0

100.0 21.4 7.1 35.7 28.6 3.6 3.6 0.0

19 3 3 1 9 0 2 1

100.0 15.8 15.8 5.3 47.4 0.0 10.5 5.3

34 3 5 5 18 0 1 2

100.0 8.8 14.7 14.7 52.9 0.0 2.9 5.9

30 4 9 3 12 1 1 0

100.0 13.3 30.0 10.0 40.0 3.3 3.3 0.0

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

全体

性
別

女性

男性

無回答



調査結果の分析 

- 29 - 

 

 
 

  

16.4

16.8

15.7

38.1

28.3

19.1

15.4

6.8

6.3

18.8

20.5

16.4

0.0

15.0

8.8

17.9

27.4

30.2

14.2

9.5

20.9

23.8

18.3

23.5

2.6

9.6

9.5

39.8

40.5

38.8

23.8

31.7

35.3

48.7

47.9

42.9

5.9

8.9

1.5

9.5

5.0

8.8

2.6

4.1

6.3

3.4

2.6

4.5

0.0

1.7

2.9

10.3

1.4

4.8

1.5

1.1

2.2

4.8

0.0

1.5

2.6

2.7

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

時間があるほうがやっている それぞれの得意分野をやっている

2人で話し合って決めている 妻が家事をするようにしている

相手には任せられないので自分でやっている その他

無回答
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問５ 現在同居している配偶者等がいると回答した方におたずねします。夫婦での家事

分担はどのようにしていますか。 
 

１ 食事のしたく 

全体では、「主に妻」が 86.4％と最も多く、次いで「同程度」（6.5％）、「主に夫」（2.5％）、

「夫や妻以外」（2.2％）となっている。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

  

第１位 第２位 第３位

合計 主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答

324 280 21 8 7 8

100.0 86.4 6.5 2.5 2.2 2.5

100.0 89.3 9.5 1.0 0.2 -

190 166 13 2 5 4

100.0 87.4 6.8 1.1 2.6 2.1

134 114 8 6 2 4

100.0 85.1 6.0 4.5 1.5 3.0

0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 11 1 1 1 1

100.0 73.3 6.7 6.7 6.7 6.7

43 39 4 0 0 0

100.0 90.7 9.3 0.0 0.0 0.0

40 38 0 0 1 1

100.0 95.0 0.0 0.0 2.5 2.5

20 19 0 0 1 0

100.0 95.0 0.0 0.0 5.0 0.0

39 30 6 1 1 1

100.0 76.9 15.4 2.6 2.6 2.6

33 29 2 0 1 1

100.0 87.9 6.1 0.0 3.0 3.0

6 5 0 0 1 0

100.0 83.3 0.0 0.0 16.7 0.0

17 15 1 1 0 0

100.0 88.2 5.9 5.9 0.0 0.0

28 26 2 0 0 0

100.0 92.9 7.1 0.0 0.0 0.0

19 17 1 0 0 1

100.0 89.5 5.3 0.0 0.0 5.3

34 26 4 2 0 2

100.0 76.5 11.8 5.9 0.0 5.9

30 25 0 3 1 1

100.0 83.3 0.0 10.0 3.3 3.3

大府市（25）

全体

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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86.4

87.4

85.1

76.2

90.0

94.1

92.3

76.7

85.7

6.5

6.8

6.0

4.8

8.3

2.9

2.6

13.7

3.2

2.5

1.1

4.5

4.8

1.7

0.0

0.0

4.1

4.8

2.2

2.6

1.5

9.5

0.0

1.5

2.6

1.4

3.2

2.5

2.1

3.0

4.8

0.0

1.5

2.6

4.1

3.2

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答
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２ 家計の管理（やりくり） 

全体では、「主に妻」が 65.1％と最も多く、次いで「同程度」（20.7％）、「主に夫」（11.7％）、

「夫や妻以外」（0.3％）となっている。 

前回調査と比較すると、若干「同程度」という回答が減少し、「主に夫」という回答が増

加しているものの、最も多い回答は「主に妻」となっており、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

  

第１位 第２位 第３位

合計 主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答

324 211 67 38 1 7

100.0 65.1 20.7 11.7 0.3 2.2

100.0 65.3 27.9 6.5 0.2 -

190 131 35 20 1 3

100.0 68.9 18.4 10.5 0.5 1.6

134 80 32 18 0 4

100.0 59.7 23.9 13.4 0.0 3.0

0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 10 2 2 0 1

100.0 66.7 13.3 13.3 0.0 6.7

43 27 9 7 0 0

100.0 62.8 20.9 16.3 0.0 0.0

40 27 8 4 0 1

100.0 67.5 20.0 10.0 0.0 2.5

20 16 1 3 0 0

100.0 80.0 5.0 15.0 0.0 0.0

39 25 11 3 0 0

100.0 64.1 28.2 7.7 0.0 0.0

33 26 4 1 1 1

100.0 78.8 12.1 3.0 3.0 3.0

6 5 1 0 0 0

100.0 83.3 16.7 0.0 0.0 0.0

17 12 2 3 0 0

100.0 70.6 11.8 17.6 0.0 0.0

28 15 9 4 0 0

100.0 53.6 32.1 14.3 0.0 0.0

19 11 4 3 0 1

100.0 57.9 21.1 15.8 0.0 5.3

34 21 8 3 0 2

100.0 61.8 23.5 8.8 0.0 5.9

30 16 8 5 0 1

100.0 53.3 26.7 16.7 0.0 3.3

性
別

女性

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

全体

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

大府市（25）
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65.1

68.9

59.7

71.4

65.0

61.8

69.2

63.0

66.7

20.7

18.4

23.9

14.3

18.3

25.0

12.8

26.0

19.0

11.7

10.5

13.4

9.5

16.7

11.8

15.4

8.2

9.5

0.3

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.6

2.2

1.6

3.0

4.8

0.0

1.5

2.6

2.7

3.2

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答
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３ 掃除 

全体では、「主に妻」が 67.6％と最も多く、次いで「同程度」（24.1％）、「主に夫」（5.9％）、

「夫や妻以外」（0.6％）となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

  

第１位 第２位 第３位

合計 主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答

324 219 78 19 2 6

100.0 67.6 24.1 5.9 0.6 1.9

190 142 38 7 1 2

100.0 74.7 20.0 3.7 0.5 1.1

134 77 40 12 1 4

100.0 57.5 29.9 9.0 0.7 3.0

0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 8 5 1 0 1

100.0 53.3 33.3 6.7 0.0 6.7

43 33 9 1 0 0

100.0 76.7 20.9 2.3 0.0 0.0

40 31 6 2 0 1

100.0 77.5 15.0 5.0 0.0 2.5

20 17 3 0 0 0

100.0 85.0 15.0 0.0 0.0 0.0

39 27 10 1 1 0

100.0 69.2 25.6 2.6 2.6 0.0

33 26 5 2 0 0

100.0 78.8 15.2 6.1 0.0 0.0

6 6 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

17 11 5 1 0 0

100.0 64.7 29.4 5.9 0.0 0.0

28 17 10 1 0 0

100.0 60.7 35.7 3.6 0.0 0.0

19 8 9 1 0 1

100.0 42.1 47.4 5.3 0.0 5.3

34 18 9 5 0 2

100.0 52.9 26.5 14.7 0.0 5.9

30 17 7 4 1 1

100.0 56.7 23.3 13.3 3.3 3.3

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳
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67.6

74.7

57.5

66.7

73.3

70.6

64.1

61.6

68.3

24.1

20.0

29.9

23.8

23.3

23.5

30.8

26.0

19.0

5.9

3.7

9.0

4.8

3.3

4.4

2.6

8.2

9.5

0.6

0.5

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

1.6

1.9

1.1

3.0

4.8

0.0

1.5

2.6

2.7

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答
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４ 洗濯 

全体では、「主に妻」が 78.1％と最も多く、次いで「同程度」（13.9％）、「主に夫」（5.6％）、

「夫や妻以外」（0.9％）となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

  

第１位 第２位 第３位

下段:％ 合計 主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答

324 253 45 18 3 5

100.0 78.1 13.9 5.6 0.9 1.5

190 155 23 9 1 2

100.0 81.6 12.1 4.7 0.5 1.1

134 98 22 9 2 3

100.0 73.1 16.4 6.7 1.5 2.2

0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 9 5 0 0 1

100.0 60.0 33.3 0.0 0.0 6.7

43 30 9 4 0 0

100.0 69.8 20.9 9.3 0.0 0.0

40 33 3 2 1 1

100.0 82.5 7.5 5.0 2.5 2.5

20 20 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

39 35 3 1 0 0

100.0 89.7 7.7 2.6 0.0 0.0

33 28 3 2 0 0

100.0 84.8 9.1 6.1 0.0 0.0

6 5 1 0 0 0

100.0 83.3 16.7 0.0 0.0 0.0

17 12 4 1 0 0

100.0 70.6 23.5 5.9 0.0 0.0

28 21 6 1 0 0

100.0 75.0 21.4 3.6 0.0 0.0

19 14 3 1 0 1

100.0 73.7 15.8 5.3 0.0 5.3

34 26 4 2 0 2

100.0 76.5 11.8 5.9 0.0 5.9

30 20 4 4 2 0

100.0 66.7 13.3 13.3 6.7 0.0

全体

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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78.1

81.6

73.1

66.7

70.0

79.4

87.2

83.6

76.2

13.9

12.1

16.4

28.6

21.7

13.2

7.7

9.6

11.1

5.6

4.7

6.7

0.0

8.3

4.4

2.6

4.1

9.5

0.9

0.5

1.5

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

3.2

1.5

1.1

2.2

4.8

0.0

1.5

2.6

2.7

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答
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５ 買い物 

全体では、「主に妻」が 64.5％と最も多く、次いで「同程度」（29.0％）、「主に夫」（3.4％）、

「夫や妻以外」（0.9％）となっている。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

  

第１位 第２位 第３位

合計 主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答

324 209 94 11 3 7

100.0 64.5 29.0 3.4 0.9 2.2

100.0 69.4 29.4 1.0 0.2 -

190 134 49 3 1 3

100.0 70.5 25.8 1.6 0.5 1.6

134 75 45 8 2 4

100.0 56.0 33.6 6.0 1.5 3.0

0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 10 4 0 0 1

100.0 66.7 26.7 0.0 0.0 6.7

43 32 11 0 0 0

100.0 74.4 25.6 0.0 0.0 0.0

40 30 9 0 0 1

100.0 75.0 22.5 0.0 0.0 2.5

20 14 5 1 0 0

100.0 70.0 25.0 5.0 0.0 0.0

39 25 12 1 1 0

100.0 64.1 30.8 2.6 2.6 0.0

33 23 8 1 0 1

100.0 69.7 24.2 3.0 0.0 3.0

6 4 1 0 1 0

100.0 66.7 16.7 0.0 16.7 0.0

17 13 4 0 0 0

100.0 76.5 23.5 0.0 0.0 0.0

28 19 8 1 0 0

100.0 67.9 28.6 3.6 0.0 0.0

19 9 8 1 0 1

100.0 47.4 42.1 5.3 0.0 5.3

34 17 13 2 0 2

100.0 50.0 38.2 5.9 0.0 5.9

30 13 11 4 1 1

100.0 43.3 36.7 13.3 3.3 3.3

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

大府市（25）

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

全体
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64.5

70.5

56.0

66.7

75.0

72.1

59.0

57.5

57.1

29.0

25.8

33.6

23.8

25.0

25.0

33.3

34.2

30.2

3.4

1.6

6.0

0.0

0.0

1.5

5.1

4.1

7.9

0.9

0.5

1.5

4.8

0.0

0.0

0.0

1.4

1.6

2.2

1.6

3.0

4.8

0.0

1.5

2.6

2.7

3.2

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答
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６ ＤＩＹや日曜大工 

全体では、「主に夫」が 62.7％と最も多く、次いで「同程度」（16.0％）、「主に妻」（10.2％）、

「夫や妻以外」（5.2％）となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

  

第１位 第２位 第３位

合計 主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答

324 33 52 203 17 19

100.0 10.2 16.0 62.7 5.2 5.9

190 24 42 101 14 9

100.0 12.6 22.1 53.2 7.4 4.7

134 9 10 102 3 10

100.0 6.7 7.5 76.1 2.2 7.5

0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 1 3 10 0 1

100.0 6.7 20.0 66.7 0.0 6.7

43 4 16 15 7 1

100.0 9.3 37.2 34.9 16.3 2.3

40 10 2 27 0 1

100.0 25.0 5.0 67.5 0.0 2.5

20 2 5 9 2 2

100.0 10.0 25.0 45.0 10.0 10.0

39 4 10 24 1 0

100.0 10.3 25.6 61.5 2.6 0.0

33 3 6 16 4 4

100.0 9.1 18.2 48.5 12.1 12.1

6 1 2 2 0 1

100.0 16.7 33.3 33.3 0.0 16.7

17 0 1 15 0 1

100.0 0.0 5.9 88.2 0.0 5.9

28 3 3 20 0 2

100.0 10.7 10.7 71.4 0.0 7.1

19 1 0 17 0 1

100.0 5.3 0.0 89.5 0.0 5.3

34 3 2 23 2 4

100.0 8.8 5.9 67.6 5.9 11.8

30 1 2 25 1 1

100.0 3.3 6.7 83.3 3.3 3.3
70歳～79歳

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

全体

性
別

60歳～69歳
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10.2

12.6

6.7

9.5

6.7

19.1

7.7

9.6

6.3

16.0

22.1

7.5

23.8

28.3

7.4

12.8

16.4

12.7

62.7

53.2

76.1

57.1

50.0

69.1

66.7

64.4

65.1

5.2

7.4

2.2

0.0

11.7

0.0

5.1

4.1

7.9

5.9

4.7

7.5

9.5

3.3

4.4

7.7

5.5

7.9

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答
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７ 育児（乳幼児の世話） 

全体では、「主に妻」が 18.2％と最も多く、次いで「同程度」（4.9％）、「夫や妻以外」（0.3％）

となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※乳幼児がいない場合は回答不要としているため、無回答が多くなっている  

第１位 第２位 第３位

合計 主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答

324 59 16 0 1 248

100.0 18.2 4.9 0.0 0.3 76.5

190 37 8 0 1 144

100.0 19.5 4.2 0.0 0.5 75.8

134 22 8 0 0 104

100.0 16.4 6.0 0.0 0.0 77.6

0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 5 0 0 0 10

100.0 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7

43 20 6 0 0 17

100.0 46.5 14.0 0.0 0.0 39.5

40 6 2 0 0 32

100.0 15.0 5.0 0.0 0.0 80.0

20 5 0 0 1 14

100.0 25.0 0.0 0.0 5.0 70.0

39 1 0 0 0 38

100.0 2.6 0.0 0.0 0.0 97.4

33 0 0 0 0 33

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

6 3 0 0 0 3

100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

17 8 4 0 0 5

100.0 47.1 23.5 0.0 0.0 29.4

28 7 2 0 0 19

100.0 25.0 7.1 0.0 0.0 67.9

19 3 1 0 0 15

100.0 15.8 5.3 0.0 0.0 78.9

34 1 1 0 0 32

100.0 2.9 2.9 0.0 0.0 94.1

30 0 0 0 0 30

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

全体



調査結果の分析 

- 43 - 

 

 
 

  

18.2

19.5

16.4

38.1

46.7

19.1

20.5

2.7

0.0

4.9

4.2

6.0

0.0

16.7

5.9

2.6

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

0.0

0.0

76.5

75.8

77.6

61.9

36.7

75.0

74.4

95.9

100.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答
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８ 18 歳以下の子どもの世話 

全体では、「主に妻」が 23.1％と最も多く、次いで「同程度」（9.6％）、「主に夫」（0.3％）、

「夫や妻以外」（0.3％）となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※18 歳以下の子どもがいない場合は回答不要としているため、無回答が多くなっている 

  

第１位 第２位 第３位

合計 主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答

324 75 31 1 1 216

100.0 23.1 9.6 0.3 0.3 66.7

190 46 18 1 1 124

100.0 24.2 9.5 0.5 0.5 65.3

134 29 13 0 0 92

100.0 21.6 9.7 0.0 0.0 68.7

0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 4 2 0 0 9

100.0 26.7 13.3 0.0 0.0 60.0

43 22 8 1 0 12

100.0 51.2 18.6 2.3 0.0 27.9

40 17 7 0 0 16

100.0 42.5 17.5 0.0 0.0 40.0

20 2 0 0 1 17

100.0 10.0 0.0 0.0 5.0 85.0

39 1 1 0 0 37

100.0 2.6 2.6 0.0 0.0 94.9

33 0 0 0 0 33

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

6 3 0 0 0 3

100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

17 9 4 0 0 4

100.0 52.9 23.5 0.0 0.0 23.5

28 13 5 0 0 10

100.0 46.4 17.9 0.0 0.0 35.7

19 4 1 0 0 14

100.0 21.1 5.3 0.0 0.0 73.7

34 0 2 0 0 32

100.0 0.0 5.9 0.0 0.0 94.1

30 0 1 0 0 29

100.0 0.0 3.3 0.0 0.0 96.7

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

全体



調査結果の分析 

- 45 - 

 

 
 

 

  

23.1

24.2

21.6

33.3

51.7

44.1

15.4

1.4

0.0

9.6

9.5

9.7

9.5

20.0

17.6

2.6

4.1

1.6

0.3

0.5

0.0

0.0

1.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

0.0

0.0

66.7

65.3

68.7

57.1

26.7

38.2

79.5

94.5

98.4

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答
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９ 老親の介護・看護 

全体では、「主に妻」が 6.2％と最も多く、次いで「同程度」（5.2％）、「夫や妻以外」（1.5％）

「主に夫」（0.3％）、となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※親の介護・看護の必要がない場合は回答不要としているため、無回答が多くなっている 

  

第１位 第２位 第３位

合計 主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答

324 20 17 1 5 281

100.0 6.2 5.2 0.3 1.5 86.7

190 15 8 1 4 162

100.0 7.9 4.2 0.5 2.1 85.3

134 5 9 0 1 119

100.0 3.7 6.7 0.0 0.7 88.8

0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 0 0 0 0 15

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

43 0 0 0 2 41

100.0 0.0 0.0 0.0 4.7 95.3

40 4 2 0 0 34

100.0 10.0 5.0 0.0 0.0 85.0

20 3 3 1 1 12

100.0 15.0 15.0 5.0 5.0 60.0

39 5 3 0 1 30

100.0 12.8 7.7 0.0 2.6 76.9

33 3 0 0 0 30

100.0 9.1 0.0 0.0 0.0 90.9

6 0 0 0 1 5

100.0 0.0 0.0 0.0 16.7 83.3

17 0 1 0 0 16

100.0 0.0 5.9 0.0 0.0 94.1

28 2 1 0 0 25

100.0 7.1 3.6 0.0 0.0 89.3

19 3 1 0 0 15

100.0 15.8 5.3 0.0 0.0 78.9

34 0 6 0 0 28

100.0 0.0 17.6 0.0 0.0 82.4

30 0 0 0 0 30

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

全体
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6.2

7.9

3.7

0.0

0.0

8.8

15.4

6.8

4.8

5.2

4.2

6.7

0.0

1.7

4.4

10.3

12.3

0.0

0.3

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

0.0

0.0

1.5

2.1

0.7

4.8

3.3

0.0

2.6

1.4

0.0

86.7

85.3

88.8

95.2

95.0

86.8

69.2

79.5

95.2

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答
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10 自治会等地域でのつきあい 

全体では、「主に妻」が 33.3％と最も多く、次いで「同程度」（31.5％）、「主に夫」（24.1％）、

「夫や妻以外」（2.8％）となっている。 

性別では、男性に主に夫という回答が多く、女性に主に妻という回答が多かった。 

前回調査と比較すると、「同程度」という回答が減少し、「主に夫」という回答が増加して

いる。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

  

第１位 第２位 第３位

合計 主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答

324 108 102 78 9 27

100.0 33.3 31.5 24.1 2.8 8.3

100.0 37.2 46.2 14.8 1.8 -

190 76 58 37 4 15

100.0 40.0 30.5 19.5 2.1 7.9

134 32 44 41 5 12

100.0 23.9 32.8 30.6 3.7 9.0

0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 2 5 3 1 4

100.0 13.3 33.3 20.0 6.7 26.7

43 15 15 9 2 2

100.0 34.9 34.9 20.9 4.7 4.7

40 19 11 6 1 3

100.0 47.5 27.5 15.0 2.5 7.5

20 7 7 4 0 2

100.0 35.0 35.0 20.0 0.0 10.0

39 18 8 10 0 3

100.0 46.2 20.5 25.6 0.0 7.7

33 15 12 5 0 1

100.0 45.5 36.4 15.2 0.0 3.0

6 1 3 0 1 1

100.0 16.7 50.0 0.0 16.7 16.7

17 2 9 3 0 3

100.0 11.8 52.9 17.6 0.0 17.6

28 11 7 6 3 1

100.0 39.3 25.0 21.4 10.7 3.6

19 6 5 7 0 1

100.0 31.6 26.3 36.8 0.0 5.3

34 8 13 9 0 4

100.0 23.5 38.2 26.5 0.0 11.8

30 4 7 16 1 2

100.0 13.3 23.3 53.3 3.3 6.7

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

大府市（25）

全体
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33.3

40.0

23.9

14.3

28.3

44.1

33.3

35.6

30.2

31.5

30.5

32.8

38.1

40.0

26.5

30.8

28.8

30.2

24.1

19.5

30.6

14.3

20.0

17.6

28.2

26.0

33.3

2.8

2.1

3.7

9.5

3.3

5.9

0.0

0.0

1.6

8.3

7.9

9.0

23.8

8.3

5.9

7.7

9.6

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答
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86.4

65.1

67.6

78.1

64.5

10.2

18.2

23.1

6.2

33.3

6.5

20.7

24.1

13.9

29.0

16.0

4.9

9.6

5.2

31.5

2.5

11.7

5.9

5.6

3.4

62.7

0.0

0.3

0.3

24.1

2.2

0.3

0.6

0.9

0.9

5.2

0.3

0.3

1.5

2.8

2.5

2.2

1.9

1.5

2.2

5.9

76.5

66.7

86.7

8.3

0% 25% 50% 75% 100%

①食事のしたく

②家計の管理（やりくり）

③掃除

④洗濯

⑤買い物

⑥DIYや日曜大工

⑦育児（乳幼児の世話）

⑧18歳以下の子どもの世話

⑨老親の介護・看護

⑩自治会等地域でのつきあい

主に妻 同程度 主に夫 夫や妻以外 無回答
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問６ 全ての方にお聞きします。平日に家事に携わる平均的な時間はどのくらいですか。 

全体では、「１時間～３時間未満」が 34.3％と最も多く、次いで「３時間～５時間未満」

（17.5％）、「３０分～１時間未満」（17.0％）の順となっている。 

性別では、男性に１時間未満という回答が多く、女性に１時間以上という回答が多かっ

た。 

 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
  

第１位 第２位 第３位

合計

まったく携

わっていな

い

３０分未満
３０分～１時
間未満

１時間～３

時間未満

３時間～５

時間未満
５時間以上 無回答

464 29 79 78 159 81 23 15

100.0 6.3 17.0 16.8 34.3 17.5 5.0 3.2

257 7 11 28 114 71 22 4

100.0 2.7 4.3 10.9 44.4 27.6 8.6 1.6

199 22 68 48 43 7 1 10

100.0 11.1 34.2 24.1 21.6 3.5 0.5 5.0

8 0 0 2 2 3 0 1

100.0 0.0 0.0 25.0 25.0 37.5 0.0 12.5

28 5 5 4 9 3 2 0

100.0 17.9 17.9 14.3 32.1 10.7 7.1 0.0

45 0 0 4 16 20 5 0

100.0 0.0 0.0 8.9 35.6 44.4 11.1 0.0

52 1 0 5 25 11 7 3

100.0 1.9 0.0 9.6 48.1 21.2 13.5 5.8

35 0 4 4 14 12 1 0

100.0 0.0 11.4 11.4 40.0 34.3 2.9 0.0

49 0 0 5 25 13 5 1

100.0 0.0 0.0 10.2 51.0 26.5 10.2 2.0

48 1 2 6 25 12 2 0

100.0 2.1 4.2 12.5 52.1 25.0 4.2 0.0

24 3 9 7 2 1 0 2

100.0 12.5 37.5 29.2 8.3 4.2 0.0 8.3

23 2 5 6 9 1 0 0

100.0 8.7 21.7 26.1 39.1 4.3 0.0 0.0

41 5 14 7 10 2 0 3

100.0 12.2 34.1 17.1 24.4 4.9 0.0 7.3

31 6 13 5 4 0 1 2

100.0 19.4 41.9 16.1 12.9 0.0 3.2 6.5

41 2 17 11 8 1 0 2

100.0 4.9 41.5 26.8 19.5 2.4 0.0 4.9

39 4 10 12 10 2 0 1

100.0 10.3 25.6 30.8 25.6 5.1 0.0 2.6

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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6.3

2.7

11.1

15.4

2.9

6.5

9.1

2.2

5.7

17.0

4.3

34.2

26.9

7.4

15.1

25.8

18.9

13.8

16.8

10.9

24.1

21.2

14.7

12.9

13.6

17.8

20.7

34.3

44.4

21.6

21.2

36.8

37.6

27.3

36.7

40.2

17.5

27.6

3.5

7.7

30.9

14.0

18.2

15.6

16.1

5.0

8.6

0.5

3.8

7.4

7.5

3.0

5.6

2.3

3.2

1.6

5.0

3.8

0.0

6.5

3.0

3.3

1.1

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

まったく携わっていない ３０分未満 ３０分～１時間未満

１時間～３時間未満 ３時間～５時間未満 ５時間以上

無回答
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問７ 全ての方にお聞きします。男性が積極的に家事に取り組むためには、何が大切だ

と思いますか。（複数回答） 

全体では、「子どものころから家庭でお手伝いをすること」が 46.8％と最も多く、次いで

「残業などの長時間労働の解消」（39.0％）、「家事の役割分担を決めて任せること」（31.5％）

の順となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
  

第１位 第２位 第３位

合

計

残
業
な
ど
の
長
時
間
労
働

の
解
消

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
家
庭

で
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と

公

民

館

な

ど

で

の

男

性

向

け

の

家

事

講

座

の

充

実

家

事、

育

児

に

積

極

的

な

男

性

を

評

価

す

る

風

潮

妻

や

家

族

が

家

事

を

す

る

男

性

を

励

ま

す

こ

と

家
事
の
役
割
分
担
を
決
め

て
任
せ
る
こ
と

妻

や

家

族

が

ダ

メ

出

し

を

し

な

い

そ

の

他

無

回

答

464 181 217 19 82 40 146 84 36 17

100.0 39.0 46.8 4.1 17.7 8.6 31.5 18.1 7.8 3.7

257 105 125 9 55 20 87 47 17 4

100.0 40.9 48.6 3.5 21.4 7.8 33.9 18.3 6.6 1.6

199 73 88 9 25 19 58 37 18 12

100.0 36.7 44.2 4.5 12.6 9.5 29.1 18.6 9.0 6.0

8 3 4 1 2 1 1 0 1 1

100.0 37.5 50.0 12.5 25.0 12.5 12.5 0.0 12.5 12.5

28 15 11 0 8 3 11 4 1 0

100.0 53.6 39.3 0.0 28.6 10.7 39.3 14.3 3.6 0.0

45 33 20 0 10 6 5 5 4 0

100.0 73.3 44.4 0.0 22.2 13.3 11.1 11.1 8.9 0.0

52 23 21 0 11 3 18 9 3 3

100.0 44.2 40.4 0.0 21.2 5.8 34.6 17.3 5.8 5.8

35 14 22 1 7 1 8 6 5 0

100.0 40.0 62.9 2.9 20.0 2.9 22.9 17.1 14.3 0.0

49 11 27 4 11 3 25 9 4 0

100.0 22.4 55.1 8.2 22.4 6.1 51.0 18.4 8.2 0.0

48 9 24 4 8 4 20 14 0 1

100.0 18.8 50.0 8.3 16.7 8.3 41.7 29.2 0.0 2.1

24 14 8 0 3 1 8 4 1 2

100.0 58.3 33.3 0.0 12.5 4.2 33.3 16.7 4.2 8.3

23 14 8 0 1 2 3 6 4 0

100.0 60.9 34.8 0.0 4.3 8.7 13.0 26.1 17.4 0.0

41 17 15 1 5 6 7 12 4 3

100.0 41.5 36.6 2.4 12.2 14.6 17.1 29.3 9.8 7.3

31 17 11 1 8 1 7 3 1 3

100.0 54.8 35.5 3.2 25.8 3.2 22.6 9.7 3.2 9.7

41 6 23 5 5 5 17 6 4 2

100.0 14.6 56.1 12.2 12.2 12.2 41.5 14.6 9.8 4.9

39 5 23 2 3 4 16 6 4 2

100.0 12.8 59.0 5.1 7.7 10.3 41.0 15.4 10.3 5.1

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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39.0

46.8

4.1

17.7

8.6

31.5

18.1

7.8

3.7

40.9

48.6

3.5

21.4

7.8

33.9

18.3

6.6

1.6

36.7

44.2

4.5

12.6

9.5

29.1

18.6

9.0

6.0

0% 20% 40% 60%

残業などの長時間労働の解消

子どものころから家庭でお手伝いを

すること

公民館などでの男性向けの家事講

座の充実

家事、育児に積極的な男性を評価

する風潮

妻や家族が家事をする男性を励ま

すこと

家事の役割分担を決めて任せること

妻や家族がダメ出しをしない

その他

無回答

全体

女性

男性
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３ 性別と職業について 
 

問８ 女性が職業を持つことについて、あなたはどうお考えですか。 

全体では、「子どもができても、ずっと職業を持ち続ける方がよい」が 43.3％と最も多く、

次いで「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい」（35.6％）、

「子どもができるまでは、職業を持つ方がよい」（5.2％）の順となっている。 

前回調査と比較すると、「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ

方がよい」という回答が減少し、「子どもができても、ずっと職業を持ち続ける方がよい」

という回答が増加している。 

国、県と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

  

第１位 第２位 第３位

合計

職業を持

たない方

がよい

結婚をす

るまで

は、職業

を持つ方

がよい

子どもがで
きるまで
は、職業を
持つ方がよ

い

子どもがで
きたら職業
をやめ、大
きくなったら
再び職業を
持つ方がよ

い

子どもがで
きても、ずっ
と職業を持
ち続ける方
がよい

その他 無回答

464 5 19 24 165 201 41 9

100.0 1.1 4.1 5.2 35.6 43.3 8.8 1.9

100.0 0.6 5.7 7.3 43.6 33.5 7.5 1.7

100.0 0.6 3.8 5.5 37.6 38.4 7.3 1.6

100.0 3.3 4.7 8.4 26.3 54.2 1.5 1.6

257 1 8 11 96 117 23 1

100.0 0.4 3.1 4.3 37.4 45.5 8.9 0.4

199 4 11 12 66 81 18 7

100.0 2.0 5.5 6.0 33.2 40.7 9.0 3.5

8 0 0 1 3 3 0 1

100.0 0.0 0.0 12.5 37.5 37.5 0.0 12.5

28 0 1 1 11 14 1 0

100.0 0.0 3.6 3.6 39.3 50.0 3.6 0.0

45 0 1 1 11 22 10 0

100.0 0.0 2.2 2.2 24.4 48.9 22.2 0.0

52 0 2 1 15 27 6 1

100.0 0.0 3.8 1.9 28.8 51.9 11.5 1.9

35 0 0 2 14 15 4 0

100.0 0.0 0.0 5.7 40.0 42.9 11.4 0.0

49 0 1 2 21 24 1 0

100.0 0.0 2.0 4.1 42.9 49.0 2.0 0.0

48 1 3 4 24 15 1 0

100.0 2.1 6.3 8.3 50.0 31.3 2.1 0.0

24 0 1 2 10 8 2 1

100.0 0.0 4.2 8.3 41.7 33.3 8.3 4.2

23 0 0 0 5 14 4 0

100.0 0.0 0.0 0.0 21.7 60.9 17.4 0.0

41 1 2 4 6 19 8 1

100.0 2.4 4.9 9.8 14.6 46.3 19.5 2.4

31 2 6 1 7 14 0 1

100.0 6.5 19.4 3.2 22.6 45.2 0.0 3.2

41 1 0 1 21 13 3 2

100.0 2.4 0.0 2.4 51.2 31.7 7.3 4.9

39 0 2 4 17 13 1 2

100.0 0.0 5.1 10.3 43.6 33.3 2.6 5.1

大府市（25）

県（29）

国（28）

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)
18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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1.1

0.4

2.0

0.0

0.0

1.1

3.0

1.1

1.1

0.6

0.6

3.3

4.1

3.1

5.5

3.8

1.5

4.3

9.1

1.1

5.7

5.7

3.8

4.7

5.2

4.3

6.0

5.8

1.5

5.4

4.5

3.3

9.2

7.3

5.5

8.4

35.6

37.4

33.2

40.4

23.5

22.6

31.8

46.7

47.1

43.6

37.6

26.3

43.3

45.5

40.7

42.3

52.9

49.5

43.9

41.1

32.2

33.5

38.4

54.2

8.8

8.9

9.0

5.8

20.6

15.1

6.1

4.4

2.3

7.5

7.3

1.5

1.9

0.4

3.5

1.9

0.0

2.2

1.5

2.2

2.3

1.7

1.6

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

大府市（25）

県（29）

国（28）

職業を持たない方がよい

結婚をするまでは、職業を持つ方がよい

子どもができるまでは、職業を持つ方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい

子どもができても、ずっと職業を持ち続ける方がよい

その他

無回答
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問９ 男性が職業を持つことについて、あなたはどうお考えですか。 

全体では、88.6％が「子どもができても、ずっと職業を持ち続ける方がよい」と回答して

いる。 

県と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
  

第１位 第２位 第３位

合計

職業を持

たない方

がよい

結婚をす

るまで

は、職業

を持つ方

がよい

子どもが

できるま

では、職

業を持つ

方がよい

子どもがで
きたら職業
をやめ、大
きくなった
ら再び職
業を持つ
方がよい

子どもがで
きても、
ずっと職業
を持ち続け
る方がよい

その他 無回答

464 2 3 0 5 411 32 11

100.0 0.4 0.6 0.0 1.1 88.6 6.9 2.4

100.0 0.4 0.2 0.1 0.9 90.1 3.8 2.3

257 0 1 0 2 234 18 2

100.0 0.0 0.4 0.0 0.8 91.1 7.0 0.8

199 2 2 0 3 170 14 8

100.0 1.0 1.0 0.0 1.5 85.4 7.0 4.0

8 0 0 0 0 7 0 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 87.5 0.0 12.5

28 0 0 0 0 27 1 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 96.4 3.6 0.0

45 0 0 0 0 37 8 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 82.2 17.8 0.0

52 0 0 0 0 48 3 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 92.3 5.8 1.9

35 0 0 0 1 31 3 0

100.0 0.0 0.0 0.0 2.9 88.6 8.6 0.0

49 0 0 0 1 47 1 0

100.0 0.0 0.0 0.0 2.0 95.9 2.0 0.0

48 0 1 0 0 44 2 1

100.0 0.0 2.1 0.0 0.0 91.7 4.2 2.1

24 0 0 0 0 21 2 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 87.5 8.3 4.2

23 0 0 0 0 22 1 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 95.7 4.3 0.0

41 0 0 0 0 36 4 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 87.8 9.8 2.4

31 1 1 0 0 27 1 1

100.0 3.2 3.2 0.0 0.0 87.1 3.2 3.2

41 0 0 0 1 35 4 1

100.0 0.0 0.0 0.0 2.4 85.4 9.8 2.4

39 1 1 0 2 29 2 4

100.0 2.6 2.6 0.0 5.1 74.4 5.1 10.3

県（29）

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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0.4

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

1.1

0.6

0.4

1.0

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

2.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

0.8

1.5

0.0

0.0

0.0

1.5

2.2

2.3

88.6

91.1

85.4

92.3

86.8

90.3

87.9

91.1

83.9

6.9

7.0

7.0

5.8

13.2

7.5

6.1

5.6

4.6

2.4

0.8

4.0

1.9

0.0

2.2

1.5

1.1

5.7

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

職業を持たない方がよい

結婚をするまでは、職業を持つ方がよい

子どもができるまでは、職業を持つ方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい

子どもができても、ずっと職業を持ち続ける方がよい

その他

無回答
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問 10 女性が子育てしながら働き続ける希望を叶えるためには何が必要だと思います

か。（複数回答） 

全体では、「育児休暇制度などを男女ともにとりやすい風潮にすること」が 51.3％と最も

多く、次いで「育児休暇制度などの制度を整えること」（32.3％）、「育児サービスの充実」

（33.0％）の順となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

  

第１位 第２位 第３位

合

計

育
児
休
暇
制
度
な
ど
の

制
度
を
整
え
る
こ
と

育
児
休
暇
制
度
な
ど
を

男
女
と
も
に
と
り
や
す

い
風
潮
に
す
る
こ
と

夫

も

主

体

的

に

家

事

育

児

を

す

る

こ

と

残

業

な

ど

の

長

時

間

労

働

を

な

く

す

こ

と

育
児
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

家

事

サー

ビ

ス

の

充

実

そ

の

他

無

回

答

464 150 238 146 105 153 37 17 15

100.0 32.3 51.3 31.5 22.6 33.0 8.0 3.7 3.2

257 71 135 94 63 76 26 14 3

100.0 27.6 52.5 36.6 24.5 29.6 10.1 5.4 1.2

199 77 102 48 40 75 11 3 10

100.0 38.7 51.3 24.1 20.1 37.7 5.5 1.5 5.0

8 2 1 4 2 2 0 0 2

100.0 25.0 12.5 50.0 25.0 25.0 0.0 0.0 25.0

28 8 13 10 7 12 3 1 0

100.0 28.6 46.4 35.7 25.0 42.9 10.7 3.6 0.0

45 15 23 14 8 14 7 3 0

100.0 33.3 51.1 31.1 17.8 31.1 15.6 6.7 0.0

52 13 22 18 15 13 6 5 1

100.0 25.0 42.3 34.6 28.8 25.0 11.5 9.6 1.9

35 11 18 13 8 13 2 3 0

100.0 31.4 51.4 37.1 22.9 37.1 5.7 8.6 0.0

49 13 30 18 15 16 4 1 0

100.0 26.5 61.2 36.7 30.6 32.7 8.2 2.0 0.0

48 11 29 21 10 8 4 1 2

100.0 22.9 60.4 43.8 20.8 16.7 8.3 2.1 4.2

24 12 9 5 4 9 2 0 2

100.0 50.0 37.5 20.8 16.7 37.5 8.3 0.0 8.3

23 8 14 5 5 12 3 1 1

100.0 34.8 60.9 21.7 21.7 52.2 13.0 4.3 4.3

41 18 21 10 8 15 3 1 1

100.0 43.9 51.2 24.4 19.5 36.6 7.3 2.4 2.4

31 10 15 7 7 13 1 0 2

100.0 32.3 48.4 22.6 22.6 41.9 3.2 0.0 6.5

41 14 24 9 9 15 0 1 2

100.0 34.1 58.5 22.0 22.0 36.6 0.0 2.4 4.9

39 15 19 12 7 11 2 0 2

100.0 38.5 48.7 30.8 17.9 28.2 5.1 0.0 5.1

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(
女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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32.3

51.3

31.5

22.6

33.0

8.0

3.7

3.2

27.6

52.5

36.6

24.5

29.6

10.1

5.4

1.2

38.7

51.3

24.1

20.1

37.7

5.5

1.5

5.0

0% 20% 40% 60%

育児休暇制度などの制度を整えること

育児休暇制度などを男女ともにとりや

すい風潮にすること

夫も主体的に家事育児をすること

残業などの長時間労働をなくすこと

育児サービスの充実

家事サービスの充実

その他

無回答

全体

女性

男性
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問 11 職場で女性の管理職などが少ない現状がありますが、理由は何だと思いますか。

（複数回答） 

全体では、「女性は出産などで退職し、キャリアを積む前に辞めてしまうから」が 55.4％

と最も多く、次いで「女性より男性を登用する風潮があるため」（20.7％）、「女性の管理職

を育成する風土がないため」（30.0％）の順となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

  

第１位 第２位 第３位

合

計

女
性
は
出
産
な
ど
で
退
職
し

、
キ

ャ
リ

ア
を
積
む
前
に
辞
め
て
し
ま
う
か
ら

女

性

は

管

理

職

の

仕

事

内

容

を

知

ら

な

い

の

で

な

り

た

が

ら

な

い

女

性

管

理

職

の

モ

デ

ル

ケー
ス

が

少

な

い

た

め

女
性
よ
り
男
性
を
登
用
す
る
風
潮
が
あ

る
た
め

女
性
の
管
理
職
を
育
成
す
る
風
土
が
な

い
た
め

男

性

の

ポ

ス

ト

を

確

保

す

る

た

め

女

性

職

員

の

採

用

が

少

な

い

た

め

そ

の

他

無

回

答

464 257 25 96 203 139 24 45 37 11

100.0 55.4 5.4 20.7 43.8 30.0 5.2 9.7 8.0 2.4

257 141 5 58 136 78 17 18 18 2

100.0 54.9 1.9 22.6 52.9 30.4 6.6 7.0 7.0 0.8

199 112 19 35 64 58 7 27 19 8

100.0 56.3 9.5 17.6 32.2 29.1 3.5 13.6 9.5 4.0

8 4 1 3 3 3 0 0 0 1

100.0 50.0 12.5 37.5 37.5 37.5 0.0 0.0 0.0 12.5

28 18 1 7 17 6 3 0 1 0

100.0 64.3 3.6 25.0 60.7 21.4 10.7 0.0 3.6 0.0

45 31 1 14 22 7 1 4 3 0

100.0 68.9 2.2 31.1 48.9 15.6 2.2 8.9 6.7 0.0

52 23 1 12 24 17 3 5 6 1

100.0 44.2 1.9 23.1 46.2 32.7 5.8 9.6 11.5 1.9

35 16 1 8 13 15 3 1 6 0

100.0 45.7 2.9 22.9 37.1 42.9 8.6 2.9 17.1 0.0

49 25 0 10 32 22 3 4 0 0

100.0 51.0 0.0 20.4 65.3 44.9 6.1 8.2 0.0 0.0

48 28 1 7 28 11 4 4 2 1

100.0 58.3 2.1 14.6 58.3 22.9 8.3 8.3 4.2 2.1

24 16 2 4 4 7 0 3 3 2

100.0 66.7 8.3 16.7 16.7 29.2 0.0 12.5 12.5 8.3

23 14 2 2 7 5 0 5 4 0

100.0 60.9 8.7 8.7 30.4 21.7 0.0 21.7 17.4 0.0

41 18 6 10 12 12 2 7 5 1

100.0 43.9 14.6 24.4 29.3 29.3 4.9 17.1 12.2 2.4

31 14 3 7 9 7 2 4 2 2

100.0 45.2 9.7 22.6 29.0 22.6 6.5 12.9 6.5 6.5

41 21 4 8 17 14 3 3 4 1

100.0 51.2 9.8 19.5 41.5 34.1 7.3 7.3 9.8 2.4

39 29 2 4 15 13 0 5 1 2

100.0 74.4 5.1 10.3 38.5 33.3 0.0 12.8 2.6 5.1

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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55.4

5.4

20.7

43.8

30.0

5.2

9.7

8.0

2.4

54.9

1.9

22.6

52.9

30.4

6.6

7.0

7.0

0.8

56.3

9.5

17.6

32.2

29.1

3.5

13.6

9.5

4.0

0% 20% 40% 60% 80%

女性は出産などで退職し、キャリアを積む

前に辞めてしまうから

女性は管理職の仕事内容を知らないのでな

りたがらない

女性管理職のモデルケースが少ないため

女性より男性を登用する風潮があるため

女性の管理職を育成する風土がないため

男性のポストを確保するため

女性職員の採用が少ないため

その他

無回答

全体

女性

男性
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４ ワーク・ライフ・バランスについて 
 

問 12 あなたは生活の中で「仕事」、「家庭生活（家事、子育て、介護）」、「地域・個人の

生活（地域活動、学習、趣味、人付き合い）」について何を優先しますか。 
 

（１）希望として 

全体では、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」が 25.9％と最も多く、次いで

「「家庭生活」を優先したい」（23.3％）、「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」

をともに優先したい」（19.2％）の順となっている。 

国、県と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※県（29）の選択肢には、「その他」の項目があり、合計割合にはこれを含めている  

第１位 第２位 第３位

合

計

「

仕

事」

を

優

先

し

た

い

「
家
庭
生
活

」
を
優
先
し
た
い

「

地

域

・

個

人

の

生

活」

を

優

先

し

た

い

「
仕
事

」
と

「
家
庭
生
活

」
を
と
も
に
優
先

し
た
い

「

仕

事」

と「

地

域

・

個

人

の

生

活」

を

と

も

に

優

先

し

た

い

「

家

庭

生

活」

と「

地

域

・

個

人

の

生

活」

を

と

も

に

優

先

し

た

い

「
仕
事

」
と

「
家
庭
生
活

」
と

「
地
域
・
個

人
の
生
活

」
を
と
も
に
優
先
し
た
い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

464 18 108 28 120 21 54 89 19 7

100.0 3.9 23.3 6.0 25.9 4.5 11.6 19.2 4.1 1.5

100.0 5.0 24.2 4.7 32.3 4.0 9.1 15.5 2.0 2.6

100.0 8.9 25.5 3.8 30.5 4.7 9.7 15.4 1.4 -

257 5 67 12 59 12 32 57 7 6

100.0 1.9 26.1 4.7 23.0 4.7 12.5 22.2 2.7 2.3

199 12 40 16 59 9 20 30 12 1

100.0 6.0 20.1 8.0 29.6 4.5 10.1 15.1 6.0 0.5

8 1 1 0 2 0 2 2 0 0

100.0 12.5 12.5 0.0 25.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0

28 1 6 2 9 3 1 6 0 0

100.0 3.6 21.4 7.1 32.1 10.7 3.6 21.4 0.0 0.0

45 0 17 2 8 0 6 11 1 0

100.0 0.0 37.8 4.4 17.8 0.0 13.3 24.4 2.2 0.0

52 1 18 0 12 5 3 12 0 1

100.0 1.9 34.6 0.0 23.1 9.6 5.8 23.1 0.0 1.9

35 0 4 0 10 2 3 14 1 1

100.0 0.0 11.4 0.0 28.6 5.7 8.6 40.0 2.9 2.9

49 1 8 5 9 1 13 7 4 1

100.0 2.0 16.3 10.2 18.4 2.0 26.5 14.3 8.2 2.0

48 2 14 3 11 1 6 7 1 3

100.0 4.2 29.2 6.3 22.9 2.1 12.5 14.6 2.1 6.3

24 0 3 5 6 2 3 4 1 0

100.0 0.0 12.5 20.8 25.0 8.3 12.5 16.7 4.2 0.0

23 1 4 4 9 0 1 2 1 1

100.0 4.3 17.4 17.4 39.1 0.0 4.3 8.7 4.3 4.3

41 2 9 4 10 0 6 8 2 0

100.0 4.9 22.0 9.8 24.4 0.0 14.6 19.5 4.9 0.0

31 2 8 0 7 3 2 4 5 0

100.0 6.5 25.8 0.0 22.6 9.7 6.5 12.9 16.1 0.0

41 3 9 2 12 3 4 7 1 0

100.0 7.3 22.0 4.9 29.3 7.3 9.8 17.1 2.4 0.0

39 4 7 1 15 1 4 5 2 0

100.0 10.3 17.9 2.6 38.5 2.6 10.3 12.8 5.1 0.0

県（29）

国（28）

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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3.9

1.9

6.0

1.9

1.5

3.2

3.0

4.4

6.9

23.3

26.1

20.1

17.3

30.9

29.0

18.2

18.9

24.1

6.0

4.7

8.0

13.5

8.8

4.3

0.0

7.8

4.6

25.9

23.0

29.6

28.8

25.0

23.7

25.8

23.3

29.9

4.5

4.7

4.5

9.6

0.0

5.4

7.6

4.4

2.3

11.6

12.5

10.1

7.7

10.3

9.7

7.6

18.9

11.5

19.2

22.2

15.1

19.2

19.1

21.5

27.3

15.6

13.8

4.1

2.7

6.0

1.9

2.9

2.2

9.1

5.6

3.4

1.5

2.3

0.5

0.0

1.5

1.1

1.5

1.1

3.4

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

わからない

無回答
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問 13 （２）現実として 

全体では、「「仕事」を優先している」が 28.9％と最も多く、次いで「「家庭生活」を優先

している」（24.6％）、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」（19.4％）の順となっ

ている。 

国、県と比較すると、県とはほぼ同様の傾向となっているものの、国は「「家庭生活」を

優先している」という回答が最も多く、国より仕事の優先度が高くなっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※県（29）の選択肢には、「その他」の項目があり、合計割合にはこれを含めている  

第１位 第２位 第３位

合

計

「
仕
事

」
を
優
先
し
て
い
る

「

家

庭

生

活」

を

優

先

し

て

い

る

「

地

域

・

個

人

の

生

活」
を

優

先

し

て

い

る

「
仕
事

」
と

「
家
庭
生
活

」
を
と
も
に
優
先

し
て
い
る

「

仕

事」
と「

地

域

・

個

人

の

生

活」

を

と

も

に

優

先

し

て

い

る

「
家

庭

生

活」

と「

地

域

・

個

人

の

生

活」

を

と

も

に

優

先

し

て

い

る

「

仕

事」

と「

家

庭

生

活」

と「

地

域

・

個

人

の

生

活」

を

と

も

に

優

先

し

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

464 134 114 16 90 18 31 29 21 11

100.0 28.9 24.6 3.4 19.4 3.9 6.7 6.3 4.5 2.4

100.0 36.5 24.6 2.7 18.3 3.2 4.4 3.4 3.2 2.5

100.0 25.5 30.5 4.6 21.6 3.2 8.0 5.3 1.3 -

257 46 90 8 42 5 26 19 13 8

100.0 17.9 35.0 3.1 16.3 1.9 10.1 7.4 5.1 3.1

199 86 21 8 46 12 5 10 8 3

100.0 43.2 10.6 4.0 23.1 6.0 2.5 5.0 4.0 1.5

8 2 3 0 2 1 0 0 0 0

100.0 25.0 37.5 0.0 25.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0

28 5 9 2 7 0 0 2 3 0

100.0 17.9 32.1 7.1 25.0 0.0 0.0 7.1 10.7 0.0

45 4 21 0 10 0 4 4 2 0

100.0 8.9 46.7 0.0 22.2 0.0 8.9 8.9 4.4 0.0

52 13 18 1 10 2 2 4 1 1

100.0 25.0 34.6 1.9 19.2 3.8 3.8 7.7 1.9 1.9

35 7 10 0 5 1 0 8 3 1

100.0 20.0 28.6 0.0 14.3 2.9 0.0 22.9 8.6 2.9

49 11 13 4 6 0 12 0 2 1

100.0 22.4 26.5 8.2 12.2 0.0 24.5 0.0 4.1 2.0

48 6 19 1 4 2 8 1 2 5

100.0 12.5 39.6 2.1 8.3 4.2 16.7 2.1 4.2 10.4

24 13 1 1 3 2 0 2 2 0

100.0 54.2 4.2 4.2 12.5 8.3 0.0 8.3 8.3 0.0

23 10 0 1 8 0 0 2 1 1

100.0 43.5 0.0 4.3 34.8 0.0 0.0 8.7 4.3 4.3

41 22 3 1 10 3 0 1 0 1

100.0 53.7 7.3 2.4 24.4 7.3 0.0 2.4 0.0 2.4

31 18 3 0 7 0 0 0 3 0

100.0 58.1 9.7 0.0 22.6 0.0 0.0 0.0 9.7 0.0

41 11 8 2 10 5 2 2 1 0

100.0 26.8 19.5 4.9 24.4 12.2 4.9 4.9 2.4 0.0

39 12 6 3 8 2 3 3 1 1

100.0 30.8 15.4 7.7 20.5 5.1 7.7 7.7 2.6 2.6

全体

県（29）

国（28）

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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28.9

17.9

43.2

34.6

20.6

37.6

37.9

24.4

20.7

24.6

35.0

10.6

19.2

30.9

22.6

19.7

23.3

28.7

3.4

3.1

4.0

5.8

1.5

2.2

0.0

6.7

4.6

19.4

16.3

23.1

19.2

26.5

21.5

18.2

17.8

13.8

3.9

1.9

6.0

3.8

0.0

5.4

1.5

5.6

4.6

6.7

10.1

2.5

0.0

5.9

2.2

0.0

15.6

12.6

6.3

7.4

5.0

7.7

8.8

5.4

12.1

2.2

4.6

4.5

5.1

4.0

9.6

4.4

1.1

9.1

3.3

3.4

2.4

3.1

1.5

0.0

1.5

2.2

1.5

1.1

6.9

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

わからない

無回答
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※問 12、問 13 比較 

全体では、希望で比較的回答が少なかった、「「仕事」を優先したい」という回答が、現実

では非常に多くなり、希望で比較的回答が多かった「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個

人の生活」をともに優先したい」の割合が、現実では少なくなっている。 

女性では、傾向としては、全体に近いものの、現実として「「家庭生活」を優先している」

という回答の大幅な増加もみられた。 

男性では、女性とは逆に、現実として「「家庭生活」を優先している」という回答が減少

し、現実として「「仕事」を優先している」という回答が、大幅に増加している。 

 

 

 

 
  

3.9

28.9

23.3

24.6

6.0

3.4

25.9

19.4

4.5

3.9

11.6

6.7

19.2

6.3

4.1

4.5

1.5

2.4

0% 25% 50% 75% 100%

全体（希望として）

全体（現実として）

「仕事」を優先したい（している）

「家庭生活」を優先したい（している）

「地域・個人の生活」を優先したい（している）

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい（している）

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい（している）

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい（している）

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい（している）

わからない

無回答

1.9

17.9

26.1

35.0

4.7

3.1

23.0

16.3

4.7

1.9

12.5

10.1

22.2

7.4

2.7

5.1

2.3

3.1

0% 25% 50% 75% 100%

女性（希望として）

女性（現実として）

6.0

43.2

20.1

10.6

8.0

4.0

29.6

23.1

4.5

6.0

10.1

2.5

15.1

5.0

6.0

4.0

0.5

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

男性（希望として）

男性（現実として）
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５ 子育てについて 
 

問 14 子育てについて、あなたはどうお考えですか。 

１ 子どもが３歳になるまでは、母親は育児に専念した方がよい 

全体では、「そう思う」が 38.4％と最も多く、「どちらかというとそう思う」（31.5％）と

合わせると、69.9％がそう思うと回答している。 

前回調査と比較すると、「そう思わない」という回答が 14.2％で 9.8 ポイント上昇してお

り、問８で「子どもができても、ずっと職業を持ち続ける方がよい」という回答が最も多かっ

たように、子育てと働き方の考え方については変化がみられる。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

  

第１位 第２位 第３位

合計 そう思う
どちらかとい
うとそう思う

どちらかと

いうとそう

思わない

そう思わな

い
わからない 無回答

464 178 146 40 66 19 15

100.0 38.4 31.5 8.6 14.2 4.1 3.2

100.0 40.0 43.0 7.5 4.4 5.0 0.0

257 93 80 25 43 7 9

100.0 36.2 31.1 9.7 16.7 2.7 3.5

199 83 63 15 21 11 6

100.0 41.7 31.7 7.5 10.6 5.5 3.0

8 2 3 0 2 1 0

100.0 25.0 37.5 0.0 25.0 12.5 0.0

28 6 14 1 6 1 0

100.0 21.4 50.0 3.6 21.4 3.6 0.0

45 11 12 8 11 2 1

100.0 24.4 26.7 17.8 24.4 4.4 2.2

52 16 14 7 13 1 1

100.0 30.8 26.9 13.5 25.0 1.9 1.9

35 14 11 3 5 1 1

100.0 40.0 31.4 8.6 14.3 2.9 2.9

49 17 18 4 6 2 2

100.0 34.7 36.7 8.2 12.2 4.1 4.1

48 29 11 2 2 0 4

100.0 60.4 22.9 4.2 4.2 0.0 8.3

24 6 9 4 2 3 0

100.0 25.0 37.5 16.7 8.3 12.5 0.0

23 6 6 4 5 1 1

100.0 26.1 26.1 17.4 21.7 4.3 4.3

41 17 8 4 8 2 2

100.0 41.5 19.5 9.8 19.5 4.9 4.9

31 11 12 1 2 4 1

100.0 35.5 38.7 3.2 6.5 12.9 3.2

41 24 13 0 3 1 0

100.0 58.5 31.7 0.0 7.3 2.4 0.0

39 19 15 2 1 0 2

100.0 48.7 38.5 5.1 2.6 0.0 5.1

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

全体

大府市（25）

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(
女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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38.4

36.2

41.7

23.1

25.0

35.5

37.9

45.6

55.2

31.5

31.1

31.7

44.2

26.5

23.7

34.8

34.4

29.9

8.6

9.7

7.5

9.6

17.6

11.8

6.1

4.4

4.6

14.2

16.7

10.6

15.4

23.5

22.6

10.6

10.0

3.4

4.1

2.7

5.5

7.7

4.4

3.2

7.6

3.3

0.0

3.2

3.5

3.0

0.0

2.9

3.2

3.0

2.2

6.9

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

わからない 無回答
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２ 子育てはその親だけでなく、地域や社会全体で関わっていくのがよい 

全体では、「どちらかというとそう思う」が 43.3％と最も多く、「そう思う」（38.1％）と

合わせると、81.4％がそう思うと回答している。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

  

第１位 第２位 第３位

合計 そう思う

どちらかと

いうとそう

思う

どちらかと

いうとそう

思わない

そう思わな

い
わからない 無回答

464 177 201 28 15 25 18

100.0 38.1 43.3 6.0 3.2 5.4 3.9

100.0 44.0 41.3 5.2 4.4 5.0 0.0

257 101 116 14 6 9 11

100.0 39.3 45.1 5.4 2.3 3.5 4.3

199 72 84 13 9 14 7

100.0 36.2 42.2 6.5 4.5 7.0 3.5

8 4 1 1 0 2 0

100.0 50.0 12.5 12.5 0.0 25.0 0.0

28 10 14 2 1 1 0

100.0 35.7 50.0 7.1 3.6 3.6 0.0

45 18 22 3 0 2 0

100.0 40.0 48.9 6.7 0.0 4.4 0.0

52 20 23 2 1 4 2

100.0 38.5 44.2 3.8 1.9 7.7 3.8

35 13 18 2 2 0 0

100.0 37.1 51.4 5.7 5.7 0.0 0.0

49 25 20 1 1 1 1

100.0 51.0 40.8 2.0 2.0 2.0 2.0

48 15 19 4 1 1 8

100.0 31.3 39.6 8.3 2.1 2.1 16.7

24 7 12 2 0 3 0

100.0 29.2 50.0 8.3 0.0 12.5 0.0

23 9 9 2 2 0 1

100.0 39.1 39.1 8.7 8.7 0.0 4.3

41 16 15 3 2 3 2

100.0 39.0 36.6 7.3 4.9 7.3 4.9

31 11 12 0 2 5 1

100.0 35.5 38.7 0.0 6.5 16.1 3.2

41 19 16 2 2 1 1

100.0 46.3 39.0 4.9 4.9 2.4 2.4

39 10 20 4 1 2 2

100.0 25.6 51.3 10.3 2.6 5.1 5.1

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

大府市（25）

性
別

女性

男性

無回答

全体

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳
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38.1

39.3

36.2

32.7

39.7

38.7

36.4

48.9

28.7

43.3

45.1

42.2

50.0

45.6

40.9

45.5

40.0

44.8

6.0

5.4

6.5

7.7

7.4

5.4

3.0

3.3

9.2

3.2

2.3

4.5

1.9

2.9

3.2

6.1

3.3

2.3

5.4

3.5

7.0

7.7

2.9

7.5

7.6

2.2

3.4

3.9

4.3

3.5

0.0

1.5

4.3

1.5

2.2

11.5

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

わからない 無回答
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３ 男性の育児参加は必要である 

 

全体では、「そう思う」が 58.2％と最も多く、「どちらかというとそう思う」（29.7％）と

合わせると、87.9％がそう思うと回答している。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

  

第１位 第２位 第３位

合計 そう思う

どちらかと

いうとそう

思う

どちらかと

いうとそう

思わない

そう思わな

い
わからない 無回答

464 270 138 12 10 17 17

100.0 58.2 29.7 2.6 2.2 3.7 3.7

257 165 71 5 3 2 11

100.0 64.2 27.6 1.9 1.2 0.8 4.3

199 101 65 7 7 13 6

100.0 50.8 32.7 3.5 3.5 6.5 3.0

8 4 2 0 0 2 0

100.0 50.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0

28 22 5 1 0 0 0

100.0 78.6 17.9 3.6 0.0 0.0 0.0

45 36 9 0 0 0 0

100.0 80.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0

52 31 15 0 2 2 2

100.0 59.6 28.8 0.0 3.8 3.8 3.8

35 20 12 2 0 0 1

100.0 57.1 34.3 5.7 0.0 0.0 2.9

49 33 14 0 0 0 2

100.0 67.3 28.6 0.0 0.0 0.0 4.1

48 23 16 2 1 0 6

100.0 47.9 33.3 4.2 2.1 0.0 12.5

24 15 4 1 1 3 0

100.0 62.5 16.7 4.2 4.2 12.5 0.0

23 17 4 0 0 1 1

100.0 73.9 17.4 0.0 0.0 4.3 4.3

41 21 17 1 0 1 1

100.0 51.2 41.5 2.4 0.0 2.4 2.4

31 15 7 3 2 4 0

100.0 48.4 22.6 9.7 6.5 12.9 0.0

41 17 21 0 1 1 1

100.0 41.5 51.2 0.0 2.4 2.4 2.4

39 16 12 2 3 3 3

100.0 41.0 30.8 5.1 7.7 7.7 7.7

性
別

女性

男性

無回答

全体

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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58.2

64.2

50.8

71.2

77.9

55.9

53.0

55.6

44.8

29.7

27.6

32.7

17.3

19.1

34.4

28.8

38.9

32.2

2.6

1.9

3.5

3.8

0.0

1.1

7.6

0.0

4.6

2.2

1.2

3.5

1.9

0.0

2.2

3.0

1.1

4.6

3.7

0.8

6.5

5.8

1.5

3.2

6.1

1.1

3.4

3.7

4.3

3.0

0.0

1.5

3.2

1.5

3.3

10.3

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

わからない 無回答
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問 15 男性が積極的に育児に取り組むためには、どのようなことが重要になると思いま

すか。（複数回答） 

全体では、「育児休暇制度などをとりやすい風潮にすること」が 44.6％と最も多く、次い

で「男性自身が育児に取り組む意識を持つこと」（35.1％）、「残業などの長時間労働をなく

すこと」（28.7％）の順となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

  

第１位 第２位 第３位

合

計

育

児

休

暇

制

度

な

ど

の

制

度

を

整

え

る

こ

と

育
児
休
暇
制
度
な
ど
を
と
り
や
す
い
風
潮
に
す

る
こ
と

残
業
な
ど
の
長
時
間
労
働
を
な
く
す
こ
と

子

ど

も

の

病

気

や

急

な

残

業

に

対

応

で

き

る

保

育

施

設

・

サー

ビ

ス

が

整

備

さ

れ

る

こ

と

男

性

の

育

児

参

加

を

妨

げ

る

よ

う

な

社

会

通

念

や

イ

メー

ジ

が

変

わ

る

こ

と

男
性
自
身
が
育
児
に
取
り
組
む
意
識
を
持
つ
こ

と

子

ど

も

の

頃

か

ら、

赤

ちゃ

ん

に

触

れ

あ

う

な

ど

の

機

会

を

用

意

す

る

こ

と

男

性

の

た

め

の

育

児

講

座

を

充

実

す

る

こ

と

そ

の

他

無

回

答

464 89 207 133 97 118 163 35 15 11 8

100.0 19.2 44.6 28.7 20.9 25.4 35.1 7.5 3.2 2.4 1.7

257 35 113 89 55 64 99 24 7 4 3

100.0 13.6 44.0 34.6 21.4 24.9 38.5 9.3 2.7 1.6 1.2

199 52 91 44 39 49 61 11 8 7 5

100.0 26.1 45.7 22.1 19.6 24.6 30.7 5.5 4.0 3.5 2.5

8 2 3 0 3 5 3 0 0 0 0

100.0 25.0 37.5 0.0 37.5 62.5 37.5 0.0 0.0 0.0 0.0

28 2 14 12 8 6 8 4 0 0 0

100.0 7.1 50.0 42.9 28.6 21.4 28.6 14.3 0.0 0.0 0.0

45 4 18 24 5 12 16 4 2 0 0

100.0 8.9 40.0 53.3 11.1 26.7 35.6 8.9 4.4 0.0 0.0

52 6 15 21 12 12 24 3 0 2 1

100.0 11.5 28.8 40.4 23.1 23.1 46.2 5.8 0.0 3.8 1.9

35 8 13 9 10 12 11 2 3 1 0

100.0 22.9 37.1 25.7 28.6 34.3 31.4 5.7 8.6 2.9 0.0

49 7 25 13 6 16 20 5 0 1 1

100.0 14.3 51.0 26.5 12.2 32.7 40.8 10.2 0.0 2.0 2.0

48 8 28 10 14 6 20 6 2 0 1

100.0 16.7 58.3 20.8 29.2 12.5 41.7 12.5 4.2 0.0 2.1

24 7 12 6 4 9 6 0 1 0 0

100.0 29.2 50.0 25.0 16.7 37.5 25.0 0.0 4.2 0.0 0.0

23 5 9 8 5 6 4 3 0 1 1

100.0 21.7 39.1 34.8 21.7 26.1 17.4 13.0 0.0 4.3 4.3

41 16 15 12 8 9 10 1 1 2 1

100.0 39.0 36.6 29.3 19.5 22.0 24.4 2.4 2.4 4.9 2.4

31 7 18 7 4 7 8 1 2 1 1

100.0 22.6 58.1 22.6 12.9 22.6 25.8 3.2 6.5 3.2 3.2

41 6 20 6 9 11 18 1 3 3 1

100.0 14.6 48.8 14.6 22.0 26.8 43.9 2.4 7.3 7.3 2.4

39 11 17 5 9 7 15 5 1 0 1

100.0 28.2 43.6 12.8 23.1 17.9 38.5 12.8 2.6 0.0 2.6

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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19.2

44.6

28.7

20.9

25.4

35.1

7.5

3.2

2.4

1.7

13.6

44.0

34.6

21.4

24.9

38.5

9.3

2.7

1.6

1.2

26.1

45.7

22.1

19.6

24.6

30.7

5.5

4.0

3.5

2.5

0% 20% 40% 60%

育児休暇制度などの制度を整えること

育児休暇制度などをとりやすい風潮にすること

残業などの長時間労働をなくすこと

子どもの病気や急な残業に対応できる保育施

設・サービスが整備されること

男性の育児参加を妨げるような社会通念やイ

メージが変わること

男性自身が育児に取り組む意識を持つこと

子どもの頃から、赤ちゃんに触れあうなどの機

会を用意すること

男性のための育児講座を充実すること

その他

無回答

全体

女性

男性
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６ 教育について 
 

問 16 男女が平等な社会をつくるために、学校教育ではこれからどのようなことがより

重要になると思いますか。（複数回答） 

全体では、「進路指導やキャリア教育などの場で男女の別なく能力や個性を生かせるよう

にすること」が 50.9％と最も多く、次いで「日ごろの学習の中で、子どもの男女平等意識を

育てていくこと」（48.5％）、「教師自身が男女平等教育の意義をよく理解すること」（28.9％）

の順となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

  

第１位 第２位 第３位

合計

名

簿

や

整

列

な

ど

を

男

女

で

分

け

る

習

慣

を

な

く

す

こ

と

学

校

に

お

け

る

生

活

の

指

導

に

お

い

て、

性

別

で

指

導

方

法

を

変

え

な

い

こ

と

進
路
指
導
や
キ

ャ
リ
ア
教
育
な
ど
の
場
で
男
女
の
別
な

く
能
力
や
個
性
を
生
か
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

日
ご
ろ
の
学
習
の
中
で

、
子
ど
も
の
男
女
平
等
意
識
を

育
て
て
い
く
こ
と

子

ど

も

の

発

達

段

階

を

ふ

ま

え

た

専

門

家

に

よ

る

性

教

育

を

お

こ

な

う

こ

と

教
師
自
身
が
男
女
平
等
教
育
の
意
義
を
よ
く
理
解
す
る

こ
と

校

長

や

教

頭

な

ど

役

職

の

あ

る

立

場

に

女

性

を

増

や

し

て

い

く

こ

と

保

護

者

に

男

女

平

等

教

育

の

理

解

と

協

力

を

促

す

こ

と

そ

の

他

無

回

答

464 27 73 236 225 35 134 57 53 8 10

100.0 5.8 15.7 50.9 48.5 7.5 28.9 12.3 11.4 1.7 2.2

257 8 34 148 126 22 84 29 19 2 5

100.0 3.1 13.2 57.6 49.0 8.6 32.7 11.3 7.4 0.8 1.9

199 19 36 86 93 12 49 27 34 6 4

100.0 9.5 18.1 43.2 46.7 6.0 24.6 13.6 17.1 3.0 2.0

8 0 3 2 6 1 1 1 0 0 1

100.0 0.0 37.5 25.0 75.0 12.5 12.5 12.5 0.0 0.0 12.5

28 1 4 11 13 1 12 5 3 1 0

100.0 3.6 14.3 39.3 46.4 3.6 42.9 17.9 10.7 3.6 0.0

45 0 4 27 25 3 13 7 5 0 0

100.0 0.0 8.9 60.0 55.6 6.7 28.9 15.6 11.1 0.0 0.0

52 1 11 32 23 5 12 6 2 0 1

100.0 1.9 21.2 61.5 44.2 9.6 23.1 11.5 3.8 0.0 1.9

35 2 3 22 15 4 11 5 3 1 1

100.0 5.7 8.6 62.9 42.9 11.4 31.4 14.3 8.6 2.9 2.9

49 3 5 32 27 4 19 2 1 0 0

100.0 6.1 10.2 65.3 55.1 8.2 38.8 4.1 2.0 0.0 0.0

48 1 7 24 23 5 17 4 5 0 3

100.0 2.1 14.6 50.0 47.9 10.4 35.4 8.3 10.4 0.0 6.3

24 4 4 8 8 2 8 4 2 0 1

100.0 16.7 16.7 33.3 33.3 8.3 33.3 16.7 8.3 0.0 4.2

23 3 5 11 11 2 7 2 1 1 1

100.0 13.0 21.7 47.8 47.8 8.7 30.4 8.7 4.3 4.3 4.3

41 3 9 18 20 2 6 8 6 2 1

100.0 7.3 22.0 43.9 48.8 4.9 14.6 19.5 14.6 4.9 2.4

31 3 5 14 15 1 3 3 9 1 0

100.0 9.7 16.1 45.2 48.4 3.2 9.7 9.7 29.0 3.2 0.0

41 2 9 13 23 3 13 6 4 2 1

100.0 4.9 22.0 31.7 56.1 7.3 31.7 14.6 9.8 4.9 2.4

39 4 4 22 16 2 12 4 12 0 0

100.0 10.3 10.3 56.4 41.0 5.1 30.8 10.3 30.8 0.0 0.0

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳



調査結果の分析 

- 77 - 

 

 
  

5.8

15.7

50.9

48.5

7.5

28.9

12.3

11.4

1.7

2.2

3.1

13.2

57.6

49.0

8.6

32.7

11.3

7.4

0.8

1.9

9.5

18.1

43.2

46.7

6.0

24.6

13.6

17.1

3.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80%

名簿や整列などを男女で分ける習慣をなく

すこと

学校における生活の指導において、性別で

指導方法を変えないこと

進路指導やキャリア教育などの場で男女の

別なく能力や個性を生かせるようにすること

日ごろの学習の中で、子どもの男女平等意

識を育てていくこと

子どもの発達段階をふまえた専門家による

性教育をおこなうこと

教師自身が男女平等教育の意義をよく理解

すること

校長や教頭など役職のある立場に女性を増

やしていくこと

保護者に男女平等教育の理解と協力を促

すこと

その他

無回答

全体

女性

男性
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７ ＤＶ・セクハラについて 
 

問 17 あなたはＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）という言葉の意味を知っていま

すか。 

全体では、93.3％が「知っている」と回答している。 

前回調査と比較すると、若干ではあるが、「知っている」という割合が増え、「聞いたこと

はあるが知らない」、「まったく知らない」という回答が減少した。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
  

第１位 第２位 第３位

合計 知っている
聞いたことはある
が知らない

まったく知らな

い
無回答

464 433 19 7 5

100.0 93.3 4.1 1.5 1.1

100.0 90.8 4.8 3.6 0.8

257 239 11 5 2

100.0 93.0 4.3 1.9 0.8

199 187 8 2 2

100.0 94.0 4.0 1.0 1.0

8 7 0 0 1

100.0 87.5 0.0 0.0 12.5

28 25 2 1 0

100.0 89.3 7.1 3.6 0.0

45 44 0 1 0

100.0 97.8 0.0 2.2 0.0

52 52 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

35 32 2 0 1

100.0 91.4 5.7 0.0 2.9

49 47 2 0 0

100.0 95.9 4.1 0.0 0.0

48 39 5 3 1

100.0 81.3 10.4 6.3 2.1

24 21 2 0 1

100.0 87.5 8.3 0.0 4.2

23 23 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

41 41 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

31 28 1 2 0

100.0 90.3 3.2 6.5 0.0

41 38 2 0 1

100.0 92.7 4.9 0.0 2.4

39 36 3 0 0

100.0 92.3 7.7 0.0 0.0

大府市（25）

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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93.3

93.0

94.0

88.5

98.5

100.0

90.9

94.4

86.2

4.1

4.3

4.0

7.7

0.0

0.0

4.5

4.4

9.2

1.5

1.9

1.0

1.9

1.5

0.0

3.0

0.0

3.4

1.1

0.8

1.0

1.9

0.0

0.0

1.5

1.1

1.1

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

知っている 聞いたことはあるが知らない まったく知らない 無回答
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問 18 ここ 3年のあいだに、あなたは恋人や配偶者、パートナーから下記のようなＤＶ

を受けたことがありますか。（複数回答） 

全体では、91.4％が「受けていない」と回答している。 

また、受けたことがある方の回答では、「精神的暴力（おどす、ののしる、無視する、外

出や人付き合いの制限をするなど）」、「医師の治療を必要としないくらいの暴力」の回答が

多かった。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
  

第１位 第２位 第３位

合

計

命

の

危

険

を

感

じ

る

く

ら

い

の

暴

力

医

師

の

治

療

を

必

要

と

す

る

く

ら

い

の

暴

力

医
師
の
治
療
を
必
要
と
し
な
い
く
ら
い
の
暴
力

精
神
的
暴
力

（
お
ど
す

、
の
の
し
る

、
無
視
す
る

、

外
出
や
人
付
き
合
い
の
制
限
を
す
る
な
ど

）

性

的

暴

力（

性

行

為

や

中

絶

を

強

要

す

る、

避

妊

に

協

力

し

な

い

な

ど）

経

済

的

暴

力（

生

活

費

を

渡

さ

な

い、

外

で

働

く

こ

と

を

妨

害

す

る

な

ど）

そ

の

他

受

け

て

い

な

い

無

回

答

464 1 3 6 15 1 3 2 424 15

100.0 0.2 0.6 1.3 3.2 0.2 0.6 0.4 91.4 3.2

100.0 10.3 12.8 16.7 69.2 9.0 24.4 6.4 - -

257 0 3 5 10 1 3 2 231 7

100.0 0.0 1.2 1.9 3.9 0.4 1.2 0.8 89.9 2.7

199 1 0 1 5 0 0 0 186 7

100.0 0.5 0.0 0.5 2.5 0.0 0.0 0.0 93.5 3.5

8 0 0 0 0 0 0 0 7 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 87.5 12.5

28 0 0 0 1 1 1 0 25 0

100.0 0.0 0.0 0.0 3.6 3.6 3.6 0.0 89.3 0.0

45 0 0 4 2 0 0 0 41 0

100.0 0.0 0.0 8.9 4.4 0.0 0.0 0.0 91.1 0.0

52 0 0 0 3 0 1 0 46 2

100.0 0.0 0.0 0.0 5.8 0.0 1.9 0.0 88.5 3.8

35 0 2 1 2 0 1 1 30 1

100.0 0.0 5.7 2.9 5.7 0.0 2.9 2.9 85.7 2.9

49 0 0 0 1 0 0 1 45 2

100.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 2.0 91.8 4.1

48 0 1 0 1 0 0 0 44 2

100.0 0.0 2.1 0.0 2.1 0.0 0.0 0.0 91.7 4.2

24 0 0 0 0 0 0 0 23 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 95.8 4.2

23 0 0 0 0 0 0 0 22 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 95.7 4.3

41 0 0 1 3 0 0 0 37 1

100.0 0.0 0.0 2.4 7.3 0.0 0.0 0.0 90.2 2.4

31 0 0 0 0 0 0 0 31 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

41 0 0 0 0 0 0 0 39 2

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 95.1 4.9

39 1 0 0 2 0 0 0 34 2

100.0 2.6 0.0 0.0 5.1 0.0 0.0 0.0 87.2 5.1

大府市（25）

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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0.2

0.6

1.3

3.2

0.2

0.6

0.4

91.4

3.2

0.0

1.2

1.9

3.9

0.4

1.2

0.8

89.9

2.7

0.5

0.0

0.5

2.5

0.0

0.0

0.0

93.5

3.5

0% 25% 50% 75% 100%

命の危険を感じるくらいの暴力

医師の治療を必要とするくらいの暴力

医師の治療を必要としないくらいの暴力

精神的暴力（おどす、ののしる、無視する、

外出や人付き合いの制限をするなど）

性的暴力（性行為や中絶を強要する、避妊

に協力しないなど）

経済的暴力（生活費を渡さない、外で働くこ

とを妨害するなど）

その他

受けていない

無回答

全体

女性

男性
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問 19 ＤＶを防ぐためには何が必要だと思いますか。（複数回答） 

全体では、「被害者が相談できるよう、相談窓口や支援機関を広く周知する」が 62.3％と

最も多く、次いで「加害者への罰則を強化する」（32.3％）、「家庭で保護者が子どもに暴力

はいけないことだと教える」（25.4％）の順となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
  

第１位 第２位 第３位

合

計

被
害
者
が
相
談
で
き
る
よ
う

、
相
談
窓
口

や
支
援
機
関
を
広
く
周
知
す
る

高

校

生

な

ど

の

未

成

年

の

被

害

者

が

相

談

し

や

す

い

体

制

を

整

え

る

家
庭
で
保
護
者
が
子
ど
も
に
暴
力
は
い
け

な
い
こ
と
だ
と
教
え
る

学

校

・

大

学

で

生

徒

や

学

生

に

対

し、

デー

ト

Ｄ

Ｖ

防

止

教

育

を

行

う

加
害
者
へ
の
罰
則
を
強
化
す
る

暴
力
を
振
る

っ
た
者
へ
の
更
生
を
行
う

メ
デ

ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
で
の
暴
力

を
助
長
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
限
す
る

セ

ク

ハ

ラ

防

止

の

啓

発

を

行

う

そ

の

他

無

回

答

464 289 88 118 52 150 52 44 22 21 8

100.0 62.3 19.0 25.4 11.2 32.3 11.2 9.5 4.7 4.5 1.7

257 166 51 69 31 85 35 20 11 7 4

100.0 64.6 19.8 26.8 12.1 33.1 13.6 7.8 4.3 2.7 1.6

199 120 36 46 19 62 17 22 11 14 3

100.0 60.3 18.1 23.1 9.5 31.2 8.5 11.1 5.5 7.0 1.5

8 3 1 3 2 3 0 2 0 0 1

100.0 37.5 12.5 37.5 25.0 37.5 0.0 25.0 0.0 0.0 12.5

28 19 10 4 4 11 4 1 0 0 0

100.0 67.9 35.7 14.3 14.3 39.3 14.3 3.6 0.0 0.0 0.0

45 26 9 11 11 20 5 1 0 2 0

100.0 57.8 20.0 24.4 24.4 44.4 11.1 2.2 0.0 4.4 0.0

52 33 10 11 8 22 6 1 2 3 1

100.0 63.5 19.2 21.2 15.4 42.3 11.5 1.9 3.8 5.8 1.9

35 16 6 6 4 14 6 6 1 2 2

100.0 45.7 17.1 17.1 11.4 40.0 17.1 17.1 2.9 5.7 5.7

49 34 6 20 3 10 8 8 4 0 0

100.0 69.4 12.2 40.8 6.1 20.4 16.3 16.3 8.2 0.0 0.0

48 38 10 17 1 8 6 3 4 0 1

100.0 79.2 20.8 35.4 2.1 16.7 12.5 6.3 8.3 0.0 2.1

24 12 5 5 4 10 2 1 1 1 1

100.0 50.0 20.8 20.8 16.7 41.7 8.3 4.2 4.2 4.2 4.2

23 14 5 3 2 9 2 1 2 1 0

100.0 60.9 21.7 13.0 8.7 39.1 8.7 4.3 8.7 4.3 0.0

41 25 6 5 2 19 3 4 1 7 1

100.0 61.0 14.6 12.2 4.9 46.3 7.3 9.8 2.4 17.1 2.4

31 19 5 5 3 10 4 6 2 0 0

100.0 61.3 16.1 16.1 9.7 32.3 12.9 19.4 6.5 0.0 0.0

41 27 8 9 6 9 4 5 2 3 0

100.0 65.9 19.5 22.0 14.6 22.0 9.8 12.2 4.9 7.3 0.0

39 23 7 19 2 5 2 5 3 2 1

100.0 59.0 17.9 48.7 5.1 12.8 5.1 12.8 7.7 5.1 2.6

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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62.3

19.0

25.4

11.2

32.3

11.2

9.5

4.7

4.5

1.7

64.6

19.8

26.8

12.1

33.1

13.6

7.8

4.3

2.7

1.6

60.3

18.1

23.1

9.5

31.2

8.5

11.1

5.5

7.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80%

被害者が相談できるよう、相談窓口や

支援機関を広く周知する

高校生などの未成年の被害者が相談

しやすい体制を整える

家庭で保護者が子どもに暴力はいけ

ないことだと教える

学校・大学で生徒や学生に対し、デー

トＤＶ防止教育を行う

加害者への罰則を強化する

暴力を振るった者への更生を行う

メディアやインターネットでの暴力を助

長するコンテンツを制限する

セクハラ防止の啓発を行う

その他

無回答

全体

女性

男性
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問 20 ここ 3年のあいだに、あなたは下記のセクハラ（性的ないやがらせ）を受けたこ

とがありますか。 

１ からだや年齢のことでからかいや不愉快な冗談を言われた 

全体では、「職場で」（3.4％）、「地域活動で」（0.6％）、「学校で」（0.4％）、「趣味のサー

クルで」（0.4％）の回答があった。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※セクハラを受けてない場合は回答不要としているため、無回答が多くなっている 

  

第１位 第２位 第３位

合計 職場で 学校で 地域活動で
趣味のサー

クルで
その他 無回答

464 16 2 3 2 3 440

100.0 3.4 0.4 0.6 0.4 0.6 94.8

257 11 2 3 2 3 238

100.0 4.3 0.8 1.2 0.8 1.2 92.6

199 5 0 0 0 0 194

100.0 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 97.5

8 0 0 0 0 0 8

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

28 3 1 0 0 0 25

100.0 10.7 3.6 0.0 0.0 0.0 89.3

45 2 1 1 0 1 40

100.0 4.4 2.2 2.2 0.0 2.2 88.9

52 1 0 2 0 1 49

100.0 1.9 0.0 3.8 0.0 1.9 94.2

35 3 0 0 1 1 30

100.0 8.6 0.0 0.0 2.9 2.9 85.7

49 1 0 0 1 0 47

100.0 2.0 0.0 0.0 2.0 0.0 95.9

48 1 0 0 0 0 47

100.0 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 97.9

24 0 0 0 0 0 24

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

23 2 0 0 0 0 21

100.0 8.7 0.0 0.0 0.0 0.0 91.3

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

31 3 0 0 0 0 28

100.0 9.7 0.0 0.0 0.0 0.0 90.3

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

39 0 0 0 0 0 39

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

全体

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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3.4

4.3

2.5

5.8

5.9

1.1

9.1

1.1

1.1

0.4

0.8

0.0

1.9

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.2

0.0

0.0

1.5

2.2

0.0

0.0

0.0

0.4

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.5

1.1

0.0

0.6

1.2

0.0

0.0

1.5

1.1

1.5

0.0

0.0

94.8

92.6

97.5

94.2

89.7

96.8

87.9

97.8

98.9

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

職場で 学校で 地域活動で 趣味のサークルで その他 無回答
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２ 意図的に性的なうわさを流された 

全体では、「職場で」（0.9％）、「趣味のサークルで」（0.2％）の回答があった。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※セクハラを受けてない場合は回答不要としているため、無回答が多くなっている 

  

第１位 第２位 第３位

合計 職場で 学校で 地域活動で
趣味のサー

クルで
その他 無回答

464 4 0 0 1 2 457

100.0 0.9 0.0 0.0 0.2 0.4 98.5

257 3 0 0 1 2 251

100.0 1.2 0.0 0.0 0.4 0.8 97.7

199 1 0 0 0 0 198

100.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 99.5

8 0 0 0 0 0 8

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

28 2 0 0 0 0 26

100.0 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 92.9

45 0 0 0 1 0 44

100.0 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 97.8

52 0 0 0 0 0 52

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

35 1 0 0 0 2 32

100.0 2.9 0.0 0.0 0.0 5.7 91.4

49 0 0 0 0 0 49

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

48 0 0 0 0 0 48

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

24 0 0 0 0 0 24

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

23 0 0 0 0 0 23

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

31 1 0 0 0 0 30

100.0 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 96.8

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

39 0 0 0 0 0 39

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体

性
別

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

女性

男性

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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0.9

1.2

0.5

3.8

0.0

0.0

3.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.4

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

3.0

0.0

0.0

98.5

97.7

99.5

96.2

98.5

100.0

93.9

100.0

100.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

職場で 学校で 地域活動で 趣味のサークルで その他 無回答
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３ ヌード写真等を見せられたり、不愉快な視線をおくられた 

全体では、「職場で」（0.4％）の回答があった。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※セクハラを受けてない場合は回答不要としているため、無回答が多くなっている 

 

 

  

第１位 第２位 第３位

合計 職場で 学校で 地域活動で
趣味のサー

クルで
その他 無回答

464 2 0 0 0 3 459

100.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.6 98.9

257 1 0 0 0 3 253

100.0 0.4 0.0 0.0 0.0 1.2 98.4

199 1 0 0 0 0 198

100.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 99.5

8 0 0 0 0 0 8

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

28 1 0 0 0 1 26

100.0 3.6 0.0 0.0 0.0 3.6 92.9

45 0 0 0 0 1 44

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 97.8

52 0 0 0 0 0 52

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

35 0 0 0 0 1 34

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 97.1

49 0 0 0 0 0 49

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

48 0 0 0 0 0 48

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

24 0 0 0 0 0 24

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

23 0 0 0 0 0 23

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

31 1 0 0 0 0 30

100.0 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 96.8

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

39 0 0 0 0 0 39

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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0.4

0.4

0.5

1.9

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.2

0.0

1.9

1.5

0.0

1.5

0.0

0.0

98.9

98.4

99.5

96.2

98.5

100.0

97.0

100.0

100.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

職場で 学校で 地域活動で 趣味のサークルで その他 無回答
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４ 性的含みのある手紙、電話、メール等を受けた 

全体では、「職場で」（0.4％）、「地域活動で」（0.4％）、「学校で」（0.2％）の回答があっ

た。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※セクハラを受けてない場合は回答不要としているため、無回答が多くなっている 

 

 

 

  

第１位 第２位 第３位

合計 職場で 学校で 地域活動で
趣味のサー

クルで
その他 無回答

464 2 1 2 0 3 456

100.0 0.4 0.2 0.4 0.0 0.6 98.3

257 1 0 2 0 3 251

100.0 0.4 0.0 0.8 0.0 1.2 97.7

199 1 1 0 0 0 197

100.0 0.5 0.5 0.0 0.0 0.0 99.0

8 0 0 0 0 0 8

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

28 1 0 0 0 0 27

100.0 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 96.4

45 0 0 1 0 1 43

100.0 0.0 0.0 2.2 0.0 2.2 95.6

52 0 0 0 0 0 52

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

35 0 0 1 0 1 33

100.0 0.0 0.0 2.9 0.0 2.9 94.3

49 0 0 0 0 1 48

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 98.0

48 0 0 0 0 0 48

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

24 0 0 0 0 0 24

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

23 0 0 0 0 0 23

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

31 1 1 0 0 0 29

100.0 3.2 3.2 0.0 0.0 0.0 93.5

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

39 0 0 0 0 0 39

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体

年
齢

(

男
性

)
18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳



調査結果の分析 
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0.4

0.4

0.5

1.9

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.2

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.4

0.8

0.0

0.0

1.5

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.2

0.0

0.0

1.5

0.0

1.5

1.1

0.0

98.3

97.7

99.0

98.1

97.1

100.0

93.9

98.9

100.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

職場で 学校で 地域活動で 趣味のサークルで その他 無回答



調査結果の分析 

- 92 - 

 

５ 執拗に食事に誘われたり、性的な関係の誘いを受けた 

全体では、「職場で」（0.6％）、「地域活動で」（0.4％）、「学校で」（0.2％）の回答があっ

た。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※セクハラを受けてない場合は回答不要としているため、無回答が多くなっている 

 

  

第１位 第２位 第３位

合計 職場で 学校で 地域活動で
趣味のサー

クルで
その他 無回答

464 3 1 2 0 2 456

100.0 0.6 0.2 0.4 0.0 0.4 98.3

257 3 0 2 0 2 250

100.0 1.2 0.0 0.8 0.0 0.8 97.3

199 0 1 0 0 0 198

100.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 99.5

8 0 0 0 0 0 8

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

28 1 0 0 0 0 27

100.0 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 96.4

45 2 0 1 0 1 41

100.0 4.4 0.0 2.2 0.0 2.2 91.1

52 0 0 0 0 0 52

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

35 0 0 1 0 1 33

100.0 0.0 0.0 2.9 0.0 2.9 94.3

49 0 0 0 0 0 49

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

48 0 0 0 0 0 48

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

24 0 0 0 0 0 24

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

23 0 0 0 0 0 23

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

31 0 1 0 0 0 30

100.0 0.0 3.2 0.0 0.0 0.0 96.8

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

39 0 0 0 0 0 39

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体

年
齢

(

男
性

)
18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳



調査結果の分析 

- 93 - 

 

 
 

  

0.6

1.2

0.0

1.9

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.4

0.8

0.0

0.0

1.5

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.8

0.0

0.0

1.5

0.0

1.5

0.0

0.0

98.3

97.3

99.5

98.1

94.1

100.0

95.5

100.0

100.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

職場で 学校で 地域活動で 趣味のサークルで その他 無回答



調査結果の分析 

- 94 - 

 

６ さわる、抱きつくなどの肉体的接触をされた 

全体では、「職場で」（1.3％）、「地域活動で」（0.4％）、「趣味のサークルで」（0.2％）の

回答があった。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※セクハラを受けてない場合は回答不要としているため、無回答が多くなっている 

 

  

第１位 第２位 第３位

合計 職場で 学校で 地域活動で
趣味のサー

クルで
その他 無回答

464 6 0 2 1 2 454

100.0 1.3 0.0 0.4 0.2 0.4 97.8

257 5 0 1 1 2 249

100.0 1.9 0.0 0.4 0.4 0.8 96.9

199 1 0 1 0 0 197

100.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.0 99.0

8 0 0 0 0 0 8

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

28 3 0 0 0 0 25

100.0 10.7 0.0 0.0 0.0 0.0 89.3

45 1 0 0 1 1 42

100.0 2.2 0.0 0.0 2.2 2.2 93.3

52 0 0 0 0 0 52

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

35 1 0 1 0 1 33

100.0 2.9 0.0 2.9 0.0 2.9 94.3

49 0 0 0 0 0 49

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

48 0 0 0 0 0 48

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

24 1 0 0 0 0 23

100.0 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 95.8

23 0 0 0 0 0 23

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

31 0 0 1 0 0 30

100.0 0.0 0.0 3.2 0.0 0.0 96.8

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

39 0 0 0 0 0 39

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体

年
齢

(

男
性

)
18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳



調査結果の分析 

- 95 - 

 

 
 

  

1.3

1.9

0.5

7.7

1.5

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.4

0.5

0.0

0.0

0.0

3.0

0.0

0.0

0.2

0.4

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.8

0.0

0.0

1.5

0.0

1.5

0.0

0.0

97.8

96.9

99.0

92.3

95.6

100.0

95.5

100.0

100.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

職場で 学校で 地域活動で 趣味のサークルで その他 無回答



調査結果の分析 
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７ 宴席で、お酌、デュエット、ダンスなどを強要された 

全体では、「職場で」（1.5％）、「地域活動で」（0.2％）、「趣味のサークルで」（0.2％）の

回答があった。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※セクハラを受けてない場合は回答不要としているため、無回答が多くなっている 

 

 

  

第１位 第２位 第３位

合計 職場で 学校で 地域活動で
趣味のサー

クルで
その他 無回答

464 7 0 1 1 2 455

100.0 1.5 0.0 0.2 0.2 0.4 98.1

257 5 0 1 1 2 250

100.0 1.9 0.0 0.4 0.4 0.8 97.3

199 2 0 0 0 0 197

100.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 99.0

8 0 0 0 0 0 8

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

28 2 0 0 0 0 26

100.0 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 92.9

45 2 0 0 0 1 42

100.0 4.4 0.0 0.0 0.0 2.2 93.3

52 0 0 0 0 0 52

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

35 1 0 1 1 1 33

100.0 2.9 0.0 2.9 2.9 2.9 94.3

49 0 0 0 0 0 49

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

48 0 0 0 0 0 48

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

24 1 0 0 0 0 23

100.0 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 95.8

23 0 0 0 0 0 23

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

31 1 0 0 0 0 30

100.0 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 96.8

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

39 0 0 0 0 0 39

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体

年
齢

(

男
性

)
18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳



調査結果の分析 
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1.5

1.9

1.0

5.8

2.9

0.0

3.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.2

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.4

0.8

0.0

0.0

1.5

0.0

1.5

0.0

0.0

98.1

97.3

99.0

94.2

95.6

100.0

95.5

100.0

100.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

職場で 学校で 地域活動で 趣味のサークルで その他 無回答



調査結果の分析 
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８ 結婚や出産をするしないについて、ことさらに話題にされた 

全体では、「職場で」（1.9％）、地域活動で」（0.6％）、「趣味のサークルで」（0.4％）、「学

校で」（0.2％）の回答があった。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※セクハラを受けてない場合は回答不要としているため、無回答が多くなっている 

  

第１位 第２位 第３位

合計 職場で 学校で 地域活動で
趣味のサー

クルで
その他 無回答

464 9 1 3 2 5 449

100.0 1.9 0.2 0.6 0.4 1.1 96.8

257 8 1 3 2 5 243

100.0 3.1 0.4 1.2 0.8 1.9 94.6

199 1 0 0 0 0 198

100.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 99.5

8 0 0 0 0 0 8

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

28 3 0 0 0 2 23

100.0 10.7 0.0 0.0 0.0 7.1 82.1

45 1 0 0 1 1 43

100.0 2.2 0.0 0.0 2.2 2.2 95.6

52 2 1 2 0 1 48

100.0 3.8 1.9 3.8 0.0 1.9 92.3

35 2 0 1 1 1 32

100.0 5.7 0.0 2.9 2.9 2.9 91.4

49 0 0 0 0 0 49

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

48 0 0 0 0 0 48

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

24 0 0 0 0 0 24

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

23 0 0 0 0 0 23

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

31 1 0 0 0 0 30

100.0 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 96.8

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

39 0 0 0 0 0 39

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体

年
齢

(

男
性

)
18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳



調査結果の分析 
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1.9

3.1

0.5

5.8

1.5

2.2

4.5

0.0

0.0

0.2

0.4

0.0

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.6

1.2

0.0

0.0

0.0

2.2

1.5

0.0

0.0

0.4

0.8

0.0

0.0

1.5

0.0

1.5

0.0

0.0

1.1

1.9

0.0

3.8

1.5

1.1

1.5

0.0

0.0

96.8

94.6

99.5

90.4

97.1

95.7

93.9

100.0

100.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

職場で 学校で 地域活動で 趣味のサークルで その他 無回答



調査結果の分析 

- 100 - 

 

９ その他 

その他の具体的な内容には「無視」という回答があった。 

全体では、「地域活動で」（0.2％）の回答があった。 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※セクハラを受けてない場合は回答不要としているため、無回答が多くなっている 

  

第１位 第２位 第３位

合計 職場で 学校で 地域活動で
趣味のサー

クルで
その他 無回答

464 0 0 1 0 1 462

100.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.2 99.6

257 0 0 1 0 1 255

100.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4 99.2

199 0 0 0 0 0 199

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

8 0 0 0 0 0 8

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

28 0 0 0 0 0 28

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

45 0 0 0 0 0 45

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

52 0 0 0 0 0 52

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

35 0 0 1 0 1 33

100.0 0.0 0.0 2.9 0.0 2.9 94.3

49 0 0 0 0 0 49

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

48 0 0 0 0 0 48

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

24 0 0 0 0 0 24

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

23 0 0 0 0 0 23

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

31 0 0 0 0 0 31

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

41 0 0 0 0 0 41

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

39 0 0 0 0 0 39

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳



調査結果の分析 

- 101 - 

 

 
 

  

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

99.6

99.2

100.0

100.0

100.0

100.0

97.0

100.0

100.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

職場で 学校で 地域活動で 趣味のサークルで その他 無回答



調査結果の分析 
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８ 地域活動について 
 

問 21 ＰＴＡや自治会、コミュニティなどの地域活動において女性のリーダーが少ない

現状がありますが、地域活動のリーダーに女性がなるためにはどのようなことが必要だ

と思いますか。（複数回答） 

全体では、「女性自身の抵抗感をなくすこと」が 40.9％と最も多く、次いで「社会全体で

女性がリーダーになることについて評価すること」（35.8％）、「男性の抵抗感をなくすこと」

（32.5％）の順となっている。 

国と比較すると、国の最も多い回答は「男性の抵抗感をなくすこと」となっているが、市

では「女性自身の抵抗感をなくすこと」となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 

第１位 第２位 第３位

合

計

女
性
自
身
の
抵
抗
感
を
な
く

す
こ
と

男
性
の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ

と

社
会
全
体
で
女
性
が
リ
ー

ダ
ー

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

評
価
す
る
こ
と

女
性
が
リ
ー

ダ
ー

に
な
る
こ

と
に
つ
い
て
啓
発
や
情
報
提

供

、
研
修
を
行
う
こ
と

一
定
の
割
合
で
女
性
が
リ
ー

ダ
ー

に
な
る
よ
う
に
取
り
組

む
こ
と

そ

の

他

無

回

答

464 190 151 166 86 118 36 19

100.0 40.9 32.5 35.8 18.5 25.4 7.8 4.1

100.0 39.7 52.1 39.9 25.8 27.4 0.7 -

257 108 90 87 50 61 20 9

100.0 42.0 35.0 33.9 19.5 23.7 7.8 3.5

199 78 57 77 36 53 16 9

100.0 39.2 28.6 38.7 18.1 26.6 8.0 4.5

8 4 4 2 0 4 0 1

100.0 50.0 50.0 25.0 0.0 50.0 0.0 12.5

28 13 12 11 4 6 1 0

100.0 46.4 42.9 39.3 14.3 21.4 3.6 0.0

45 24 15 8 9 6 7 2

100.0 53.3 33.3 17.8 20.0 13.3 15.6 4.4

52 19 18 21 7 12 4 2

100.0 36.5 34.6 40.4 13.5 23.1 7.7 3.8

35 16 17 10 4 6 5 0

100.0 45.7 48.6 28.6 11.4 17.1 14.3 0.0

49 17 19 22 8 15 3 2

100.0 34.7 38.8 44.9 16.3 30.6 6.1 4.1

48 19 9 15 18 16 0 3

100.0 39.6 18.8 31.3 37.5 33.3 0.0 6.3

24 11 7 8 7 5 1 1

100.0 45.8 29.2 33.3 29.2 20.8 4.2 4.2

23 10 4 8 3 3 3 2

100.0 43.5 17.4 34.8 13.0 13.0 13.0 8.7

41 20 15 17 4 8 6 1

100.0 48.8 36.6 41.5 9.8 19.5 14.6 2.4

31 11 8 14 7 8 1 0

100.0 35.5 25.8 45.2 22.6 25.8 3.2 0.0

41 15 14 15 9 11 4 2

100.0 36.6 34.1 36.6 22.0 26.8 9.8 4.9

39 11 9 15 6 18 1 3

100.0 28.2 23.1 38.5 15.4 46.2 2.6 7.7

国（28）

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳



調査結果の分析 

- 103 - 

 

 
  

40.9

32.5

35.8

18.5

25.4

7.8

4.1

42.0

35.0

33.9

19.5

23.7

7.8

3.5

39.2

28.6

38.7

18.1

26.6

8.0

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性自身の抵抗感をなくすこと

男性の抵抗感をなくすこと

社会全体で女性がリーダーになること

について評価すること

女性がリーダーになることについて啓

発や情報提供、研修を行うこと

一定の割合で女性がリーダーになるよ

うに取り組むこと

その他

無回答

全体

女性

男性
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９ 高齢者の介護について 
 

問 22 あなたは老親の介護をする場合に、家庭内では主に誰が担うとよいと思いますか。 

全体では、「性別に関係なく血縁の者が受け持つほうがよい」が 71.3％と最も多く、次い

で「主として女性が受け持つ方がよい」（8.6％）、「主として男性が受け持つ方がよい」（2.4％）

の順となっている。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
※大府市（25）の選択肢には、「わからない」の項目があり、合計割合にはこれを含めている  

第１位 第２位 第３位

合計
主として男性
が受け持つ方
がよい

主として女性
が受け持つ方
がよい

性別に関係な
く血縁の者が
受け持つほう
がよい

その他 無回答

464 11 40 331 70 12

100.0 2.4 8.6 71.3 15.1 2.6

100.0 0.6 5.7 82.8 3.1 2.9

257 9 18 186 39 5

100.0 3.5 7.0 72.4 15.2 1.9

199 2 21 141 29 6

100.0 1.0 10.6 70.9 14.6 3.0

8 0 1 4 2 1

100.0 0.0 12.5 50.0 25.0 12.5

28 1 3 22 2 0

100.0 3.6 10.7 78.6 7.1 0.0

45 2 1 30 11 1

100.0 4.4 2.2 66.7 24.4 2.2

52 2 4 37 8 1

100.0 3.8 7.7 71.2 15.4 1.9

35 1 2 21 11 0

100.0 2.9 5.7 60.0 31.4 0.0

49 2 3 40 3 1

100.0 4.1 6.1 81.6 6.1 2.0

48 1 5 36 4 2

100.0 2.1 10.4 75.0 8.3 4.2

24 0 1 21 2 0

100.0 0.0 4.2 87.5 8.3 0.0

23 1 0 15 6 1

100.0 4.3 0.0 65.2 26.1 4.3

41 0 5 27 9 0

100.0 0.0 12.2 65.9 22.0 0.0

31 1 3 25 2 0

100.0 3.2 9.7 80.6 6.5 0.0

41 0 8 25 5 3

100.0 0.0 19.5 61.0 12.2 7.3

39 0 4 28 5 2

100.0 0.0 10.3 71.8 12.8 5.1

大府市（25）

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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2.4

3.5

1.0

1.9

4.4

2.2

3.0

2.2

1.1

8.6

7.0

10.6

7.7

1.5

9.7

7.6

12.2

10.3

71.3

72.4

70.9

82.7

66.2

68.8

69.7

72.2

73.6

15.1

15.2

14.6

7.7

25.0

18.3

19.7

8.9

10.3

2.6

1.9

3.0

0.0

2.9

1.1

0.0

4.4

4.6

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

主として男性が受け持つ方がよい

主として女性が受け持つ方がよい

性別に関係なく血縁の者が受け持つほうがよい

その他

無回答
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問 23 今後、男性による介護を推進していくためには、どのようなことが重要になると

思いますか。（複数回答） 

全体では、「介護休暇制度などを使いやすい風潮になること」が 44.0％と最も多く、次い

で「男性自身が介護に取り組む意識を持つこと」（38.1％）、「介護休暇制度などを整えるこ

と」（30.6％）の順となっている。 

性別では、女性に「男性自身が介護に取り組む意識を持つこと」という回答が多く、男性

の意識の問題を指摘している。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

  

第１位 第２位 第３位

合

計

介
護
休
暇
制
度
な
ど
を
整
え
る
こ
と

介
護
休
暇
制
度
な
ど
を
使
い
や
す
い
風

潮
に
な
る
こ
と

職

場

な

ど

で

介

護

サー

ビ

ス

に

つ

い

て

周

知

す

る

こ

と

男

性

の

た

め

の

介

護

講

座

を

充

実

す

る

こ

と

男
性
自
身
が
介
護
に
取
り
組
む
意
識
を

持
つ
こ
と

男

性

が

気

軽

に

介

護

の

問

題

に

つ

い

て

相

談

で

き

る

窓

口

を

設

け

る

こ

と

介

護

す

る

男

性

同

士

の

交

流

で

き

る

場

を

設

け

る

こ

と

男

性

の

介

護

参

加

を

妨

げ

る

よ

う

な

社

会

通

念

や

イ

メー

ジ

が

変

わ

る

こ

と

そ

の

他

無

回

答

464 142 204 63 36 177 89 33 75 20 11

100.0 30.6 44.0 13.6 7.8 38.1 19.2 7.1 16.2 4.3 2.4

257 67 116 35 19 118 45 23 46 9 4

100.0 26.1 45.1 13.6 7.4 45.9 17.5 8.9 17.9 3.5 1.6

199 72 85 27 17 57 43 9 28 10 6

100.0 36.2 42.7 13.6 8.5 28.6 21.6 4.5 14.1 5.0 3.0

8 3 3 1 0 2 1 1 1 1 1

100.0 37.5 37.5 12.5 0.0 25.0 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5

28 11 13 5 2 10 0 4 6 2 0

100.0 39.3 46.4 17.9 7.1 35.7 0.0 14.3 21.4 7.1 0.0

45 12 22 5 4 22 5 3 9 2 1

100.0 26.7 48.9 11.1 8.9 48.9 11.1 6.7 20.0 4.4 2.2

52 12 26 12 1 26 3 6 9 1 1

100.0 23.1 50.0 23.1 1.9 50.0 5.8 11.5 17.3 1.9 1.9

35 9 10 6 2 20 6 2 9 2 0

100.0 25.7 28.6 17.1 5.7 57.1 17.1 5.7 25.7 5.7 0.0

49 9 22 4 5 21 17 4 7 2 1

100.0 18.4 44.9 8.2 10.2 42.9 34.7 8.2 14.3 4.1 2.0

48 14 23 3 5 19 14 4 6 0 1

100.0 29.2 47.9 6.3 10.4 39.6 29.2 8.3 12.5 0.0 2.1

24 15 8 3 3 7 2 2 2 0 0

100.0 62.5 33.3 12.5 12.5 29.2 8.3 8.3 8.3 0.0 0.0

23 11 6 4 1 4 5 0 5 2 1

100.0 47.8 26.1 17.4 4.3 17.4 21.7 0.0 21.7 8.7 4.3

41 16 21 10 2 7 7 1 6 4 1

100.0 39.0 51.2 24.4 4.9 17.1 17.1 2.4 14.6 9.8 2.4

31 11 19 4 3 6 4 2 6 1 0

100.0 35.5 61.3 12.9 9.7 19.4 12.9 6.5 19.4 3.2 0.0

41 8 21 1 4 17 12 3 3 3 2

100.0 19.5 51.2 2.4 9.8 41.5 29.3 7.3 7.3 7.3 4.9

39 11 10 5 4 16 13 1 6 0 2

100.0 28.2 25.6 12.8 10.3 41.0 33.3 2.6 15.4 0.0 5.1

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)
18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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30.6

44.0

13.6

7.8

38.1

19.2

7.1

16.2

4.3

2.4

26.1

45.1

13.6

7.4

45.9

17.5

8.9

17.9

3.5

1.6

36.2

42.7

13.6

8.5

28.6

21.6

4.5

14.1

5.0

3.0

0% 20% 40% 60%

介護休暇制度などを整えること

介護休暇制度などを使いやすい風潮

になること

職場などで介護サービスについて周

知すること

男性のための介護講座を充実すること

男性自身が介護に取り組む意識を持

つこと

男性が気軽に介護の問題について相

談できる窓口を設けること

介護する男性同士の交流できる場を

設けること

男性の介護参加を妨げるような社会

通念やイメージが変わること

その他

無回答

全体

女性

男性
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10 男女共同参画行政について 
 

問 24 あなたは、男性と比較して女性の意見が市の政策にどの程度反映されていると思

いますか。 

全体では、「十分反映されている」が 9.5％、「ある程度反映されている」が 22.2％で合わ

せると、31.7％が反映されていると回答している。一方、「ほとんど反映されていない」が

5.8％、「あまり反映されていない」が 19.0％で合わせると、24.8％が反対と回答している。 

また、40.1％は「どちらともいえない」と回答している。 

性別では、男性に反映されているという回答が多く、女性に反映されていないという回答

が多かった。 

前回調査と比較すると、反映されているという回答の増加がみられ、市の施策に対して女

性の意見の反映に関しては推進が感じられている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

  

第１位 第２位 第３位

合計
十分反映さ
れている

ある程度反
映されてい

る

あまり反映さ
れていない

ほとんど反
映されてい
ない

どちらとも

いえない
無回答

464 44 103 88 27 186 16

100.0 9.5 22.2 19.0 5.8 40.1 3.4

100.0 2.3 18.7 19.3 8.4 46.3 5.0

257 17 50 58 15 111 6

100.0 6.6 19.5 22.6 5.8 43.2 2.3

199 26 51 27 11 74 10

100.0 13.1 25.6 13.6 5.5 37.2 5.0

8 1 2 3 1 1 0

100.0 12.5 25.0 37.5 12.5 12.5 0.0

28 2 5 6 2 13 0

100.0 7.1 17.9 21.4 7.1 46.4 0.0

45 5 13 4 1 21 1

100.0 11.1 28.9 8.9 2.2 46.7 2.2

52 1 8 17 3 23 0

100.0 1.9 15.4 32.7 5.8 44.2 0.0

35 0 7 5 5 18 0

100.0 0.0 20.0 14.3 14.3 51.4 0.0

49 4 8 15 2 20 0

100.0 8.2 16.3 30.6 4.1 40.8 0.0

48 5 9 11 2 16 5

100.0 10.4 18.8 22.9 4.2 33.3 10.4

24 5 3 3 0 12 1

100.0 20.8 12.5 12.5 0.0 50.0 4.2

23 1 3 3 1 12 3

100.0 4.3 13.0 13.0 4.3 52.2 13.0

41 5 11 7 3 13 2

100.0 12.2 26.8 17.1 7.3 31.7 4.9

31 3 9 3 4 11 1

100.0 9.7 29.0 9.7 12.9 35.5 3.2

41 7 13 5 2 13 1

100.0 17.1 31.7 12.2 4.9 31.7 2.4

39 5 12 6 1 13 2

100.0 12.8 30.8 15.4 2.6 33.3 5.1

大府市（25）

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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9.5

6.6

13.1

13.5

8.8

6.5

4.5

12.2

11.5

22.2

19.5

25.6

15.4

23.5

20.4

24.2

23.3

24.1

19.0

22.6

13.6

17.3

10.3

25.8

12.1

22.2

19.5

5.8

5.8

5.5

3.8

2.9

6.5

13.6

4.4

3.4

40.1

43.2

37.2

48.1

48.5

38.7

43.9

36.7

33.3

3.4

2.3

5.0

1.9

5.9

2.2

1.5

1.1

8.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体

女性

男性

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない

ほとんど反映されていない どちらともいえない 無回答
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問 25 問 24 で「２：ある程度反映されている」、「３：あまり反映されていない」、「４：

ほとんど反映されていない」に回答した方におたずねします。十分反映されていない理

由は、何だと思いますか。（複数回答） 

全体では、「社会の仕組みが女性に不利」が 34.9％と最も多く、次いで「政策・方針決定

にかかわる審議会などに女性委員が少ない」（34.4％）、「男性の意識・理解が足りない」

（34.4％）の順となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

  

第１位 第２位 第３位

合

計

政
策
・
方
針
決
定
に
か
か
わ
る
審
議
会

な
ど
に
女
性
委
員
が
少
な
い

女

性

の

市

議

会

議

員

が

少

な

い

自

治

区

・

自

治

会

・

町

内

会

な

ど

の

地

域

組

織

で、

女

性

の

参

加

が

少

な

い

市

職

員

の

女

性

管

理

職

が

少

な

い

女

性

自

身

が

消

極

的

で

あ

る

男
性
の
意
識
・
理
解
が
足
り
な
い

社
会
の
仕
組
み
が
女
性
に
不
利

気

軽

な

意

見

提

案

の

方

法

の

周

知

・

活

用

が

足

り

な

い

女

性

の

意

見

や

考

え

が

期

待

さ

れ

て

い

な

い

そ

の

他

無
回
答

218 75 74 47 29 73 75 76 43 52 9 4

100.0 34.4 33.9 21.6 13.3 33.5 34.4 34.9 19.7 23.9 4.1 1.8

100.0 34.7 47.7 19.4 - 38.9 32.4 33.8 26.4 18.5 3.7 -

123 46 37 25 16 40 46 44 29 35 3 4

100.0 37.4 30.1 20.3 13.0 32.5 37.4 35.8 23.6 28.5 2.4 3.3

89 27 35 20 13 32 26 29 14 15 6 0

100.0 30.3 39.3 22.5 14.6 36.0 29.2 32.6 15.7 16.9 6.7 0.0

6 2 2 2 - 1 3 3 - 2 - -

100.0 33.3 33.3 33.3 - 16.7 50.0 50.0 - 33.3 - -

13 5 2 3 1 4 5 7 1 7 0 0

100.0 38.5 15.4 23.1 7.7 30.8 38.5 53.8 7.7 53.8 0.0 0.0

18 7 6 5 5 7 2 4 5 2 1 1

100.0 38.9 33.3 27.8 27.8 38.9 11.1 22.2 27.8 11.1 5.6 5.6

28 10 10 4 3 6 8 12 7 13 1 0

100.0 35.7 35.7 14.3 10.7 21.4 28.6 42.9 25.0 46.4 3.6 0.0

17 8 7 4 1 5 6 5 4 4 1 1

100.0 47.1 41.2 23.5 5.9 29.4 35.3 29.4 23.5 23.5 5.9 5.9

25 10 7 6 3 9 12 11 6 4 0 0

100.0 40.0 28.0 24.0 12.0 36.0 48.0 44.0 24.0 16.0 0.0 0.0

22 6 5 3 3 9 13 5 6 5 0 2

100.0 27.3 22.7 13.6 13.6 40.9 59.1 22.7 27.3 22.7 0.0 9.1

6 4 2 0 1 3 1 3 0 1 0 0

100.0 66.7 33.3 0.0 16.7 50.0 16.7 50.0 0.0 16.7 0.0 0.0

7 1 3 0 1 2 3 1 1 0 1 0

100.0 14.3 42.9 0.0 14.3 28.6 42.9 14.3 14.3 0.0 14.3 0.0

21 7 13 1 6 4 5 5 1 7 2 0

100.0 33.3 61.9 4.8 28.6 19.0 23.8 23.8 4.8 33.3 9.5 0.0

16 3 7 7 0 4 10 8 3 1 0 0

100.0 18.8 43.8 43.8 0.0 25.0 62.5 50.0 18.8 6.3 0.0 0.0

20 6 4 6 3 11 2 7 3 5 2 0

100.0 30.0 20.0 30.0 15.0 55.0 10.0 35.0 15.0 25.0 10.0 0.0

19 6 6 6 2 8 5 5 6 1 1 0

100.0 31.6 31.6 31.6 10.5 42.1 26.3 26.3 31.6 5.3 5.3 0.0

大府市（25）

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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34.4

33.9

21.6

13.3

33.5

34.4

34.9

19.7

23.9

4.1

1.8

37.4

30.1

20.3

13.0

32.5

37.4

35.8

23.6

28.5

2.4

3.3

30.3

39.3

22.5

14.6

36.0

29.2

32.6

15.7

16.9

6.7

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

政策・方針決定にかかわる審議会などに女性委員

が少ない

女性の市議会議員が少ない

自治区・自治会・町内会などの地域組織で、女性

の参加が少ない

市職員の女性管理職が少ない

女性自身が消極的である

男性の意識・理解が足りない

社会の仕組みが女性に不利

気軽な意見提案の方法の周知・活用が足りない

女性の意見や考えが期待されていない

その他

無回答

全体

女性

男性
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問 26 ｢男女共同参画｣社会の実現に向けて今後大府市において力をいれて取り組んで

ほしいと思う事業は何ですか。また、取り組みが進んでいると思う事業はなんですか。

（複数回答） 
 

１ 今後大府市において力を入れて取り組んでほしいと思う事業 

全体では、「保育園や子育てサービスの充実」が 34.9％と最も多く、次いで「職場におけ

る両立支援の推進（仕事と家庭の両立）」（32.1％）、「高齢者や障がい者などの生活安定と自

立支援」（23.7％）の順となっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
  

第１位 第２位 第３位

合

計

政

策

や

方

針

決

定

の

場

へ

の

女

性

登

用

男

女

共

同

参

画

に

関

す

る

広

報

・

啓

発

の

推

進

職
場
に
お
け
る
両
立
支
援
の
推
進

（
仕
事
と
家
庭

の
両
立

）

職

場

に

お

け

る

男

女

の

均

等

な

取

り

扱

い

に

つ

い

て

の

周

知

徹

底

学

校

教

育

に

お

け

る

男

女

共

同

参

画

意

識

の

充

実

保
育
園
や
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

介
護
サ
ー

ビ
ス
や
高
齢
者
施
設
の
充
実

事

業

の

企

画

や

討

議

の

進

め

方

な

ど

を

身

に

つ

け

る、

女

性

の

リー

ダー

育

成

男

性

の

料

理

教

室

な

ど

の

生

活

自

立

の

講

座

の

充

実

女

性

の

社

会

参

画

を

進

め

る

講

座

の

充

実

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
グ
ル
ー

プ
活
動
の

交
流
や

、
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
へ
の
支
援

講

座

・

事

業

実

施

時

の

託

児

サー

ビ

ス

女

性

の

起

業

支

援

D

V

な

ど

の

女

性

に

対

す

る

暴

力

防

止

へ

の

取

り

組

み

ス
ト
ー

カ
ー

、
セ
ク
ハ
ラ
へ
の
対
策

石

ヶ
瀬
会
館
の
女
性
相
談
の
充
実

女

性

の

性

や

出

産

に

関

す

る

自

己

決

定

へ

の

意

識

啓

発

生

涯

を

通

じ

た

心

身

の

健

康

維

持

と

増

進

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
生
活
安
定
と
自
立
支

援

メ
デ

ィ
ア
に
お
け
る
性
の
商
品
化
な
ど
に
対
す
る

問
題
意
識
の
喚
起

各

国

の

女

性

と

の

交

流

や

情

報

提

供

な

ど、

国

際

交

流

の

推

進

無

回

答

464 87 38 149 46 69 162 181 32 27 19 18 23 33 20 22 4 10 85 110 8 19 46

100.0 18.8 8.2 32.1 9.9 14.9 34.9 39.0 6.9 5.8 4.1 3.9 5.0 7.1 4.3 4.7 0.9 2.2 18.3 23.7 1.7 4.1 9.9

100.0 23.4 11.8 34.7 13.3 11.8 - - 8.8 - - 6.8 8.5 12.8 14.8 - - 5.5 19.1 25.1 3.8 6.3 -

257 46 9 92 25 31 91 109 18 10 14 5 16 24 12 14 3 7 52 77 3 9 17

100.0 17.9 3.5 35.8 9.7 12.1 35.4 42.4 7.0 3.9 5.4 1.9 6.2 9.3 4.7 5.4 1.2 2.7 20.2 30.0 1.2 3.5 6.6

199 40 28 52 21 36 67 70 14 16 5 13 7 6 8 8 1 2 32 33 5 10 28

100.0 20.1 14.1 26.1 10.6 18.1 33.7 35.2 7.0 8.0 2.5 6.5 3.5 3.0 4.0 4.0 0.5 1.0 16.1 16.6 2.5 5.0 14.1

8 1 1 5 0 2 4 2 0 1 0 0 0 3 0 0 0 1 1 0 0 0 1

100.0 12.5 12.5 62.5 0.0 25.0 50.0 25.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 37.5 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 12.5

28 4 1 13 4 2 18 10 1 1 0 0 1 2 1 3 0 2 3 2 1 2 1

100.0 14.3 3.6 46.4 14.3 7.1 64.3 35.7 3.6 3.6 0.0 0.0 3.6 7.1 3.6 10.7 0.0 7.1 10.7 7.1 3.6 7.1 3.6

45 10 0 20 4 7 26 9 2 2 2 0 10 6 1 3 0 3 7 4 0 2 2

100.0 22.2 0.0 44.4 8.9 15.6 57.8 20.0 4.4 4.4 4.4 0.0 22.2 13.3 2.2 6.7 0.0 6.7 15.6 8.9 0.0 4.4 4.4

52 14 2 20 5 4 14 20 6 1 4 1 1 9 0 3 0 1 10 16 0 2 3

100.0 26.9 3.8 38.5 9.6 7.7 26.9 38.5 11.5 1.9 7.7 1.9 1.9 17.3 0.0 5.8 0.0 1.9 19.2 30.8 0.0 3.8 5.8

35 5 0 13 3 2 12 16 1 3 2 0 2 4 4 4 2 1 6 8 0 1 4

100.0 14.3 0.0 37.1 8.6 5.7 34.3 45.7 2.9 8.6 5.7 0.0 5.7 11.4 11.4 11.4 5.7 2.9 17.1 22.9 0.0 2.9 11.4

49 5 1 17 5 7 15 25 5 2 2 2 2 2 4 1 0 0 10 22 2 2 3

100.0 10.2 2.0 34.7 10.2 14.3 30.6 51.0 10.2 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 8.2 2.0 0.0 0.0 20.4 44.9 4.1 4.1 6.1

48 8 5 9 4 9 6 29 3 1 4 2 0 1 2 0 1 0 16 25 0 0 4

100.0 16.7 10.4 18.8 8.3 18.8 12.5 60.4 6.3 2.1 8.3 4.2 0.0 2.1 4.2 0.0 2.1 0.0 33.3 52.1 0.0 0.0 8.3

24 3 0 11 4 2 12 3 1 2 0 0 2 0 2 1 0 0 3 4 0 1 5

100.0 12.5 0.0 45.8 16.7 8.3 50.0 12.5 4.2 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0 8.3 4.2 0.0 0.0 12.5 16.7 0.0 4.2 20.8

23 5 2 6 3 2 11 5 1 1 3 1 1 0 1 2 0 1 2 0 1 2 4

100.0 21.7 8.7 26.1 13.0 8.7 47.8 21.7 4.3 4.3 13.0 4.3 4.3 0.0 4.3 8.7 0.0 4.3 8.7 0.0 4.3 8.7 17.4

41 7 0 13 4 7 18 18 3 3 1 4 2 2 1 2 0 1 7 9 1 2 4

100.0 17.1 0.0 31.7 9.8 17.1 43.9 43.9 7.3 7.3 2.4 9.8 4.9 4.9 2.4 4.9 0.0 2.4 17.1 22.0 2.4 4.9 9.8

31 8 5 7 3 8 6 13 1 2 0 3 1 2 1 2 0 0 6 5 0 1 4

100.0 25.8 16.1 22.6 9.7 25.8 19.4 41.9 3.2 6.5 0.0 9.7 3.2 6.5 3.2 6.5 0.0 0.0 19.4 16.1 0.0 3.2 12.9

41 8 13 7 3 8 17 18 4 3 0 5 1 1 3 1 1 0 6 4 1 2 4

100.0 19.5 31.7 17.1 7.3 19.5 41.5 43.9 9.8 7.3 0.0 12.2 2.4 2.4 7.3 2.4 2.4 0.0 14.6 9.8 2.4 4.9 9.8

39 9 8 8 4 9 3 13 4 5 1 0 0 1 0 0 0 0 8 11 2 2 7

100.0 23.1 20.5 20.5 10.3 23.1 7.7 33.3 10.3 12.8 2.6 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 20.5 28.2 5.1 5.1 17.9

大府市（25）

全体

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

年
齢

(

男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳
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18.8

8.2

32.1

9.9

14.9

34.9

39.0

6.9

5.8

4.1

3.9

5.0

7.1

4.3

4.7

0.9

2.2

18.3

23.7

1.7

4.1

9.9

17.9

3.5

35.8

9.7

12.1

35.4

42.4

7.0

3.9

5.4

1.9

6.2

9.3

4.7

5.4

1.2

2.7

20.2

30.0

1.2

3.5

6.6

20.1

14.1

26.1

10.6

18.1

33.7

35.2

7.0

8.0

2.5

6.5

3.5

3.0

4.0

4.0

0.5

1.0

16.1

16.6

2.5

5.0

14.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

政策や方針決定の場への女性登用

男女共同参画に関する広報・啓発の推進

職場における両立支援の推進（仕事と家庭の両立）

職場における男女の均等な取り扱いについての周

知徹底

学校教育における男女共同参画意識の充実

保育園や子育てサービスの充実

介護サービスや高齢者施設の充実

事業の企画や討議の進め方などを身につける、女

性のリーダー育成

男性の料理教室などの生活自立の講座の充実

女性の社会参画を進める講座の充実

男女共同参画社会を目指すグループ活動の交流

や、ネットワーク作りへの支援

講座・事業実施時の託児サービス

女性の起業支援

DVなどの女性に対する暴力防止への取り組み

ストーカー、セクハラへの対策

石ヶ瀬会館の女性相談の充実

女性の性や出産に関する自己決定への意識啓発

生涯を通じた心身の健康維持と増進

高齢者や障がい者などの生活安定と自立支援

メディアにおける性の商品化などに対する問題意識

の喚起

各国の女性との交流や情報提供など、国際交流の

推進

無回答

全体

女性

男性



調査結果の分析 

- 114 - 

 

２ 大府市においてはすでに取り組みが進んでいると思う事業 

全体では、「保育園や子育てサービスの充実」が 32.3％と最も多く、次いで「介護サービ

スや高齢者施設の充実」（21.3％）、「生涯を通じた心身の健康維持と増進」（21.1％）の順と

なっている。 

 

（上段：回答数、下段：％） 

 
 

 

  

第１位 第２位 第３位

合

計

政

策

や

方

針

決

定

の

場

へ

の

女

性

登

用

男

女

共

同

参

画

に

関

す

る

広

報

・

啓

発

の

推

進

職

場

に

お

け

る

両

立

支

援

の

推

進（

仕

事

と

家

庭

の

両

立）

職

場

に

お

け

る

男

女

の

均

等

な

取

り

扱

い

に

つ

い

て

の

周

知

徹

底

学

校

教

育

に

お

け

る

男

女

共

同

参

画

意

識

の

充

実

保
育
園
や
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

介
護
サ
ー

ビ
ス
や
高
齢
者
施
設
の
充
実

事
業
の
企
画
や
討
議
の
進
め
方
な
ど
を
身
に
つ
け

る

、
女
性
の
リ
ー

ダ
ー

育
成

男
性
の
料
理
教
室
な
ど
の
生
活
自
立
の
講
座
の
充

実

女

性

の

社

会

参

画

を

進

め

る

講

座

の

充

実

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
グ
ル
ー

プ
活
動
の

交
流
や

、
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
へ
の
支
援

講

座

・

事

業

実

施

時

の

託

児

サー
ビ

ス

女

性

の

起

業

支

援

D

V

な

ど

の

女

性

に

対

す

る

暴

力

防

止

へ

の

取

り

組

み

ス
ト
ー

カ
ー

、
セ
ク
ハ
ラ
へ
の
対
策

石

ヶ
瀬
会
館
の
女
性
相
談
の
充
実

女

性

の

性

や

出

産

に

関

す

る

自

己

決

定

へ

の

意

識

啓

発

生
涯
を
通
じ
た
心
身
の
健
康
維
持
と
増
進

高

齢

者

や

障

が

い

者

な

ど

の

生

活

安

定

と

自

立

支

援

メ
デ

ィ
ア
に
お
け
る
性
の
商
品
化
な
ど
に
対
す
る

問
題
意
識
の
喚
起

各

国

の

女

性

と

の

交

流

や

情

報

提

供

な

ど、

国

際

交

流

の

推

進

無

回

答

464 16 61 11 7 18 150 99 2 44 12 27 35 4 8 3 27 3 98 52 3 28 175

100.0 3.4 13.1 2.4 1.5 3.9 32.3 21.3 0.4 9.5 2.6 5.8 7.5 0.9 1.7 0.6 5.8 0.6 21.1 11.2 0.6 6.0 37.7

100.0 4.5 22.2 1.5 3.8 10.4 - - 11.9 - - 2.7 3.3 11.4 9.6 - - 5.5 19.1 25.1 3.8 6.3 -

257 7 40 6 2 13 92 56 2 33 10 13 21 3 2 0 15 1 57 34 0 16 80

100.0 2.7 15.6 2.3 0.8 5.1 35.8 21.8 0.8 12.8 3.9 5.1 8.2 1.2 0.8 0.0 5.8 0.4 22.2 13.2 0.0 6.2 31.1

199 9 20 5 5 4 56 41 0 11 2 14 12 1 5 3 10 2 40 18 3 10 92

100.0 4.5 10.1 2.5 2.5 2.0 28.1 20.6 0.0 5.5 1.0 7.0 6.0 0.5 2.5 1.5 5.0 1.0 20.1 9.0 1.5 5.0 46.2

8 0 1 0 0 1 2 2 0 0 0 0 2 0 1 0 2 0 1 0 0 2 3

100.0 0.0 12.5 0.0 0.0 12.5 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 12.5 0.0 25.0 0.0 12.5 0.0 0.0 25.0 37.5

28 1 4 1 0 2 10 7 0 1 0 1 1 0 0 0 2 0 6 2 0 2 7

100.0 3.6 14.3 3.6 0.0 7.1 35.7 25.0 0.0 3.6 0.0 3.6 3.6 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0 21.4 7.1 0.0 7.1 25.0

45 2 9 0 0 2 17 9 0 4 3 2 7 0 0 0 1 1 13 4 0 4 11

100.0 4.4 20.0 0.0 0.0 4.4 37.8 20.0 0.0 8.9 6.7 4.4 15.6 0.0 0.0 0.0 2.2 2.2 28.9 8.9 0.0 8.9 24.4

52 1 8 1 1 4 23 8 0 8 3 2 6 0 0 0 2 0 11 11 0 4 14

100.0 1.9 15.4 1.9 1.9 7.7 44.2 15.4 0.0 15.4 5.8 3.8 11.5 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0 21.2 21.2 0.0 7.7 26.9

35 1 5 0 1 1 10 4 0 1 1 2 1 0 0 0 4 0 7 8 0 0 15

100.0 2.9 14.3 0.0 2.9 2.9 28.6 11.4 0.0 2.9 2.9 5.7 2.9 0.0 0.0 0.0 11.4 0.0 20.0 22.9 0.0 0.0 42.9

49 0 5 1 0 2 16 16 1 6 2 2 3 2 1 0 3 0 12 3 0 3 18

100.0 0.0 10.2 2.0 0.0 4.1 32.7 32.7 2.0 12.2 4.1 4.1 6.1 4.1 2.0 0.0 6.1 0.0 24.5 6.1 0.0 6.1 36.7

48 2 9 3 0 2 16 12 1 13 1 4 3 1 1 0 3 0 8 6 0 3 15

100.0 4.2 18.8 6.3 0.0 4.2 33.3 25.0 2.1 27.1 2.1 8.3 6.3 2.1 2.1 0.0 6.3 0.0 16.7 12.5 0.0 6.3 31.3

24 5 0 1 1 1 6 4 0 1 0 0 2 0 2 2 0 1 3 2 1 3 11

100.0 20.8 0.0 4.2 4.2 4.2 25.0 16.7 0.0 4.2 0.0 0.0 8.3 0.0 8.3 8.3 0.0 4.2 12.5 8.3 4.2 12.5 45.8

23 0 1 0 0 0 8 5 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 8 0 0 0 12

100.0 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0 34.8 21.7 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0 4.3 4.3 34.8 0.0 0.0 0.0 52.2

41 0 4 1 0 0 8 6 0 0 0 2 3 0 1 0 1 0 7 4 1 2 22

100.0 0.0 9.8 2.4 0.0 0.0 19.5 14.6 0.0 0.0 0.0 4.9 7.3 0.0 2.4 0.0 2.4 0.0 17.1 9.8 2.4 4.9 53.7

31 2 3 2 0 0 10 4 0 3 0 3 0 0 0 0 1 0 7 2 1 2 14

100.0 6.5 9.7 6.5 0.0 0.0 32.3 12.9 0.0 9.7 0.0 9.7 0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 0.0 22.6 6.5 3.2 6.5 45.2

41 2 6 0 3 1 13 12 0 5 1 4 6 1 2 1 5 0 8 6 0 0 14

100.0 4.9 14.6 0.0 7.3 2.4 31.7 29.3 0.0 12.2 2.4 9.8 14.6 2.4 4.9 2.4 12.2 0.0 19.5 14.6 0.0 0.0 34.1

39 0 6 1 1 2 11 10 0 2 1 5 0 0 0 0 2 0 7 4 0 3 19

100.0 0.0 15.4 2.6 2.6 5.1 28.2 25.6 0.0 5.1 2.6 12.8 0.0 0.0 0.0 0.0 5.1 0.0 17.9 10.3 0.0 7.7 48.7

年
齢

(
男
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

性
別

女性

男性

無回答

年
齢

(

女
性

)

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

全体

大府市（25）
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3.4

13.1

2.4

1.5

3.9

32.3

21.3

0.4

9.5

2.6

5.8

7.5

0.9

1.7

0.6

5.8

0.6

21.1

11.2

0.6

6.0

37.7

2.7

15.6

2.3

0.8

5.1

35.8

21.8

0.8

12.8

3.9

5.1

8.2

1.2

0.8

0.0

5.8

0.4

22.2

13.2

0.0

6.2

31.1

4.5

10.1

2.5

2.5

2.0

28.1

20.6

0.0

5.5

1.0

7.0

6.0

0.5

2.5

1.5

5.0

1.0

20.1

9.0

1.5

5.0

46.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

政策や方針決定の場への女性登用

男女共同参画に関する広報・啓発の推進

職場における両立支援の推進（仕事と家庭の両立）

職場における男女の均等な取り扱いについての周

知徹底

学校教育における男女共同参画意識の充実

保育園や子育てサービスの充実

介護サービスや高齢者施設の充実

事業の企画や討議の進め方などを身につける、女

性のリーダー育成

男性の料理教室などの生活自立の講座の充実

女性の社会参画を進める講座の充実

男女共同参画社会を目指すグループ活動の交流

や、ネットワーク作りへの支援

講座・事業実施時の託児サービス

女性の起業支援

DVなどの女性に対する暴力防止への取り組み

ストーカー、セクハラへの対策

石ヶ瀬会館の女性相談の充実

女性の性や出産に関する自己決定への意識啓発

生涯を通じた心身の健康維持と増進

高齢者や障がい者などの生活安定と自立支援

メディアにおける性の商品化などに対する問題意識

の喚起

各国の女性との交流や情報提供など、国際交流の

推進

無回答

全体

女性

男性
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